
逆走!!（右側通行）



  

はじめに 

ヨコハマでの自転車の問題 
 

自転車は、便利で身近な乗り物として、通勤、通学、買い物、サイクリング、観光・レジャー

など、日常生活から余暇活動まで、横浜市内でも様々な場面で利用されています。 

また、健康づくりにも役立ち、環境にやさしいなど、クルマに過度に依存しないゆとりあるラ

イフスタイルを支える移動手段として、ニーズが高まっています。 

しかし、その一方で、一部の自転車利用者が、通行方法などの基本的なルールを守らないため

に、歩行者に接触する事故など危険な状況も、しばしば発生しています。 

また、市内の放置自転車台数はピーク時から大幅に減少しましたが、買い物客なども含めた自

転車がいまだ駅周辺などに放置されていることも課題となっています。 

朝夕の通勤通学ラッシュ時の駅周辺では、大量の自転車が集中し、道路に自転車と歩行者があ

ふれて通りづらい、一部の地域では駐輪場が満車のため置けないなど、過度に自転車が集中する

ことにより様々な問題も、発生しています。 

このように、自転車問題の多くは、ルールが守られていないこと、自転車の通行環境や駐輪環

境の整備が進まないことなどの様々な要因により発生しています。このような自転車の問題の改

善を目指し、まずは、みなさんにルールを守ってもらうため、「みんなのサイクルルールブックよ

こはま」を発行しました。 

例えば、ルール違反の自転車の「こんな場面」、見たことありませんか？ 

■あっ、危ない!! 自転車と歩行者がぶつかりそう!! 

 歩道をわがもの顔で走る自転車が、歩行者とぶつかりそうになった場面、見

かけたことありませんか？ 

 「自転車は車道の左側」をしっかり守れば、こんなことは起こりにくいので

すが…。 

■脇道から飛び出した自転車がクルマと事故に!! 

 自転車は思ったよりスピードが出る乗り物です。ただ、歩行者と同じ意識で

乗る人も多く、歩いている気分でパッと脇道から大通りに飛び出してクルマと

ぶつかりかけたり…。 

 自転車は車両で、一時停止の標識など、クルマと同じように守っていれば、

こんなことにはならないのです。 

■放置自転車が道路をふさいで、通りにくい… 

 店舗や銀行、娯楽施設など、街中の道路上に放置自転車がたくさん置いてあ

って、歩きづらいと感じたこと、ありませんか？ 

 たとえ短時間でも、道路など公共の場所に置いたら、放置自転車です。「ち

ょっとなら」「仕方ない」と一人が置くと、その後、みんなが「置いていい」

と思ってしまい、こんな状況に…。 

横浜市交通安全 

マスコットキャラクター 

ルールちゃん まもるくん 



 

このルールブックの目指すもの 
 

「みんなのサイクルルールブック よこはま」は、横浜市内で自転車を使うときに知っておくべ

き基本的ルールや間違いやすいルール等、「まもる」べきルールをわかりやすくまとめまたもので

す。ルールをみんなが「まもる」ことができれば、自転車が安全で便利に利用でき、自転車、ク

ルマ、歩行者がともに、快適に過ごせるまちが実現します。横浜市では、このルールブックを作

成し、誰もが自然にルールを守れ、自転車が安全に・かしこく・楽しく使える、みんなが快適に

過ごせるまちを目指します。 

そこで、このルールブックは、誰もが自転車のルールをしっかりと理解し、横浜に合った自転

車の使い方ができることを目的とし、３つの目標を掲げました。ルールブックを手に取り学び、

みんなでルールを守るよこはまにしていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ルールブックでの「言葉」の使い方について 
 
 

「当たり前」のことを「当たり前」に守る 

１ 
目標 

「赤信号では進まない」など、誰もが知っている「当たり前」のルールでさえも、クルマが来て

いなければ大丈夫と、自分勝手にルールを変えて、「当たり前」のことを守らない人がいます。

このような「当たり前」のことを、当たり前に守れるようになることを目標とします。 

ルールのことを「知らなかった」をなくす 

２ 

目標 
 

自転車のルールには、「当たり前」のことだけでなく、歩道は原則通ってはいけない、二段階右

折をしないといけないなど「知らない人が多い」こともありますし、間違って理解している人も

います。正しいルールをしっかり学び、誰もがルールを知ることを目標とします。 

守れなくても「仕方がない」をなくす 

３ 

目標 
 

５分で用事が済むから放置するのは仕方ない、目的の所が右側にあるから右側通行しても仕方が

ないなど、自分勝手な理由でルールを守らない人もいます。ルールには守らなければいけない理

由、つくられた理由が必ずあります。しっかり理解し、守られるようになることを目標とします。 

このルールブックでは、「信号を守

る」、「飲酒運転をしてはいけない」

など、守らなければ道路交通法な

どの法令に違反する事柄を【ルー

ル】と呼称します。 

一方、「人通りの多い所では押し歩

く」ことなど、法令では明記して

いなくても、守ることで自分にも、

周りにも良いことにつながる事柄

を【マナー】と呼称します。 

「自転車」と「自動車」の文字は、

一目で見分けがつきにくいため、

このルールブックでは、「自動車」

については、カタカナで「クルマ」

と表記します。 

ただし、法律条文の引用などでは、

引用元に合わせて表記します。 

【クルマ】の表記 

自動車の仲間である「自動二輪車」

と、自動車にも、自転車と同じ軽

車両にも位置付けられない「原動

機付自転車」をまとめて表現する

場合、このルールブックでは「バ

イク」と表記します。 

【バイク】の表記 【ルール】 と 【マナー】 



 

ルールブックの構成 

 このルールブックは、横浜市で自転車を使うときのルールについて、車道や歩道、交差点など、

自転車を使う場面ごとに道路交通法等に即して、わかりやすくまとめたものです。次のページの

「目次」や「索引」から、知りたいルールを辞典のように調べることができるようになっています。 

 さらに、詳しく自転車に関する基本的な法令を学びたい人や、交通ルールを教える立場にある人

のために、本編の巻末に、【基本法令編】を掲載しています。本編に加えて読むことで、さらに理

解が深まります。 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

自転車ルールの解説 本編 

「こんな時はどうしたら？」「このルール、あって

いるのかな？」など、まちで遭遇する自転車ルー

ルのよくある疑問を、根拠となる法律とともにわ

かりやすくまとめたものです。 

■ルールブックの構成 

気になる自転車ルールを 

目次や索引から探してチェック!! 

 

法律・条例の基礎知識 
基本 

法令編 

自転車ルールの根拠となる法律について、より詳

しくまとめたものです。道路交通法や市の条例な

ど、本編では掲載しきれない、教える人にとって

は大切な知識を掲載しています。 

自転車のルールを教える立場の人は、 

【基本法令編】も見ることがオススメ!! 



 
 

 

 

目次 



 

 



 
 

索 引（た～ら行、アルファベット） 
 

た 項目 ページ 
タンデム自転車 安全な使い方 33 
チャイルドシート 心構え 43,44 
チャイルドトレーラー 心構え 44 
駐輪のルール 心構え 40 
手で合図 車道・歩道 9 
点検 心構え 48 
止まれ 車道・歩道 13,14 
な 項目 ページ 
ながら運転の禁止 安全な使い方 30 
荷台付き自転車 心構え 47 
荷物の積載のルール 心構え 46 
は 項目 ページ 
バスの避け方 車道・歩道 9 
標識 車道・歩道 13,１4 
二人乗り 安全な使い方 32 
普通自転車 車道・歩道 16 
普通自転車通行指定部分 車道・歩道 3 
ブレーキのかけ方 車道・歩道 12 
ブレーキの点検 心構え 48 
並進の禁止 安全な使い方 28,29 
ベル 安全な使い方 36 
ヘルメット 心構え 45 
ベロタクシー 安全な使い方 33 
補助標識 車道・歩道 14 
歩道通行が認められる場合 車道・歩道 10 
歩道の通行方法 車道・歩道 11 
や 項目 ページ 
優先道路 交差点 19 
幼児２人同乗用自転車 心構え 43 
ら 項目 ページ 
ライト 安全な使い方 37 
リヤカー 心構え 47 
路上駐車の避け方 車道・歩道 8 
路側帯 車道・歩道 4 
路側帯もない道路の通り方 車道・歩道 4 
アルファベット 項目 ページ 
T字路交差点 交差点 24 
Y字路交差点 交差点 25 



 
 
 

この「ルールブック」のみかた 
 このルールブックは、自転車を利用するときに守ってほしい交通ルール、駐輪ルールをできる

だけ詳しく、わかりやすくまとめたものです。 

 １つの利用ルールに対して、以下の項目に分けて整理しています。 

 また、利用ルールに対して、関連して知ってほしい事柄については、「コラム」としてまとめて

いますので、あわせてご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーワード 
これだけは覚えてほしいこと 

正しい使い方 
ルールに合った正しい使い方の解説 

コラムのページ 
ルールに関連して知ってほしい事柄。 

ルールが明確でないものは、 

オススメの使い方を紹介しています。 

安全を守るための法律 
守ってほしいルール、正しい使い方の根

拠となる主な法令などをまとめたもの。 

※条文は一部要約して掲載しています。 

ルールを守らない場合のデメリット 
ルールを守らないことで発生する問題を、まとめたもの。 

「なぜ、ルールを守らないといけないのか」を知るきっかけと

なるものです。 

違反をした場合の罰則 
安全を守るための法律を、“故意に”違反した場合の、

懲役や罰金の罰則をまとめたもの。 

なお、故意でなく過失（不注意での違反など）の場

合、罰則の内容が変わることがあります。 



 

【１ 車道・歩道】－1 

 
 
 
 
 



 

【１ 車道・歩道】－2 

 

 自転車の通行場所 

 自転車は車両。車道の左側端を走ることが原則!! 
 車道の逆走は危険!! 歩道は例外!! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

   安全を守るための法律 
 
▼道路交通法 第 17条 第 1項 
車両は、歩道又は路側帯と車道の区別のある道路で
は、車道を通行しなければならない。 

▼道路交通法 第 17条 第４項、第 18条 第１項 
車両は、道路(車道)の中央から左側部分の左側端に寄
って通行しなければならない。 
 

×違反をすると… 
３月以下の懲役 

又は 
５万円以下の罰金 

（道路交通法第 119条第 1項第 2号の２） 

 違反すると 
周りに危険が及ぶ 
ため厳しい罰則 
があります!! 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 
①自転車はクルマやバイクと同じ車両です。 
②車道の左側端を通行します。 
  自転車の通行場所が設けられている場合は、 
   通行場所に応じた通行が必要になります。 
③歩道は特別な場合を除き、原則通行することはできません。 
  歩道がない道路では、道路形態に応じて通行します。 
 
 
 
 

    

車道の左側端を通行!! 

右側は× 

歩道は例外!! 

原則、通行できません。 

P3 コラム○イ 参照 

P4 コラム○ウ 参照 

   ルールを守らないと… 
 

× 
②逆走すると、 
正しく通行し 
ている人の行 
き場所がなく 
なり危険！ 

 
 

①道路の真ん中
を走っている
と、自分にと
っても、クル
マにとっても
危険です！ 

 



 

【１ 車道・歩道】－3 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩行者と自転車の通行量が多い場
所で、安全に通行できるように、場
所を指定したものです。「普通自転
車通行指定部分」といいます。 
歩道の一部のため、歩行者がいると
きは一時停止するなど、歩行者優先
で通行しなければなりません。 

 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 「車道の左側端」っていうのは、具体的にはどこのこと？ 

車線内の「左側端」（右の写真の
黄色部分）を走ります。 

左側端が大原則です。 

なお、路肩などは、通行場所では
ありません。 

ア 

自転車の通行場所には、どんな種類があるの？ 

大きく３つの種類があります。 
どれも自転車が安全に通行できるために整備されたものです。 
Ａ・Ｂ・Ｃ の○がついた場所を通れば問題ありません。 
 

イ 

Ｂ 自転車専用通行帯 
 （道路標示による分離） 

自転車専用の車線です。 
歩道通行可の場合のみ、歩道の通
行も認められます。 

Ｃ 自転車ナビライン 
 （矢羽根型路面表示） 
自転車通行を推奨する場所と進
行方向を示したものです（法律に
定められたものではありません）。 
歩道通行可の場合のみ、歩道の通
行も認められます。 
 

Ａ 自転車道 
 （縁石など構造物による分離） 

自転車道がある場合、普通自転車
は自転車道を通行しなければな
りません。 
歩道も、車道も、通行できません。 

 
あくまで 

歩道の一部です。 
スムーズに通行 
したいなら車道が 
オススメ。 

路肩など 

■歩道上にある 
 自転車通行場所の通行方法 

 普通自転車でない二輪又は三輪の
自転車（側車付きのもの、他の車
両をけん引しているものを除く）
は、車道又は自転車道を通行する
ことができます。 
その他の車両は、自転車道を通行
できません。 



 

【１ 車道・歩道】－4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼歩行者用路側帯 
・通行禁止 

■３つの路側帯の見分け方と通行方法 

見分け方： 

 実線１本 

 ＋破線１本 
見分け方：実線１本のみ 

見分け方： 

 実線２本 

▼駐停車禁止路側帯 
・左側のみ通行可 
・逆走禁止 
 

▼一般の路側帯 
・左側のみ通行可 
・逆走禁止 

■路側帯が緑色に塗られた「あんしんカラーベルト」 
右の写真のように、路側帯の中が緑色に塗られ
ている道路を見たことがありますか？ 

これは「あんしんカラーベルト」といって、小
学校の通学路を中心に、歩道のない場所で歩行
者の安全確保のために横浜市が独自に設置して
います。 

あんしんカラーベルトの通行方法は、路側帯と
同じです。写真の場合、白線が一本だけの「一
般の路側帯」なので、左側の路側帯は、歩行者
優先ですが、通行できます。 

 あんしんカラーベルトは 
子どもの通行も多いです。 
十分に気をつけて。 

■路側帯もない道路の通り方 
自転車は、「道路の中央から左側部分の左側端に
寄って通行しなければならない」ため、歩道、
路側帯のない道路でも道路の左側端を通行する
ことになります。 

歩道のない道路でも、クルマやバイクと同じ車
道の左側端を通るのが基本です。 
法律上、道路の左側の路側帯を通行することが
認められていますが、歩行者の通行を妨げない
ように通行しなければなりません。 
路側帯には３つの種類があり、このうち「歩行
者専用」の路側帯は自転車の通行ができませ
ん。 

歩道がなく、路側帯だけの道路はどう通るの？ ウ 



 

【１ 車道・歩道】－5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川沿いのサイクリングロードなどは、どう通るの？ 

いわゆる「サイクリングロード」は、「自転車歩行者専
用道路（前項参照）」と指定されている場合と、河川敷
の堤防を開放している場合（道路ではない）があります。 

横浜市内では、どちらの場合でも、歩行者も通行するた
め、歩行者優先での通行が基本となります。 

  サイクリングロードと 
なっていても、実際には 

歩行者も通るのでスピードを 
出すのは危険です。 

オ 

右の標識は、道路を通行する車両の「最高速度」を示していて、自
転車もこの標識に従わなければなりません。クルマやバイクと同じ
罰則規定があります。 

なお、最高速度の標識がない場合、クルマやバイクには 60km/h、
原付 30km/hの規定がありますが、自転車には規定がありません。 

しかし、運転者には「安全運転の義務」があり、他の人に危害を及
ぼさない速度と方法で運転しなければいけません。 

車道を走る自転車に、速度制限はあるの？ キ 

横浜市公園条例第６条により、自転車などの車両の乗
り入れは原則としてできません。 

公園を自転車で通ってもいいの？ カ 

 
各公園の 

ルールを守って 
利用して 

くださいね。 
 

自転車歩行者専用道路とは、自転車と歩行者の交通のため
に独立してつくられた道路であり、「自転車及び歩行者専
用」の標識が設置されています。 

歩行者と自転車が混在する道路のため、歩行者を優先して
通行することが前提となります。すぐ停止できるように、
十分に速度を落として通行しましょう。 

また、道路であるため、車道の左側端の通行が原則になり
ます。（p2    参照）。 

左側端の通行が原則ですが、都筑区の自転車歩行者専用道
路では、特例的に中央部分等に「ゆっくり進行方向」に沿
って進む位置を指定した路面表示をつけることで、歩行者
と自転車の安全な通行環境を整える取組を進めています。 

車道のない自転車歩行者専用道路は、どこを通るの？ エ 
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 港北ニュータウン 
の陸橋などは、 
自転車歩行者専用 
道路です。 

 都筑区では路面に 
「ゆっくり」などの 
路面表示を貼るなど、 
独自の新しい取組を 
始めています。 
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 歩道から車道、車道から歩道に移動するときのルール 

 歩道と車道を不注意に行き来すると、クルマや歩行者と 
 ぶつかる可能性があるため、必ず周りを確認しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

   安全を守るための法律 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 
周りの通行を妨害してはいけません!! 
 ①車道に出るとき：後続の車両の進行を妨害しないよう、後方を確認すること。 
 ②歩道に上がるとき：歩行者の有無にかかわらず、一時停止すること。 
 
 

  

   ルールを守らないと… 
 

× 
①歩道を通る自転車は
クルマから良く見え
ません。 
急に飛び出せば、後
ろのクルマと衝突し
てしまいます。 

 
 

②車道を走るスピードの
まま歩道に飛び込むと、
歩行者に大ケガを負わ
せることに！ 

 

 車両である 
自転車は、クルマと 
同じルールと罰則 
があります。 

 

▼道路交通法 第 17条 第２項 
車両は、歩道等に入る直前で一時停止し、かつ、歩行
者の通行を妨げないようにしなければならない。 

▼道路交通法 第 26条の２ 第１項 
車両は、みだりにその進路を変更してはならない。 

▼道路交通法 第 26条の２ 第２項 
車両は、進路変更によって、変更後の進路を後方から
進行してくる車両等が速度又は方向を急に変更させ
ることとなるような進路変更をしてはならない。 
 
 

×違反をすると… 
３月以下の懲役 

又は 
５万円以下の罰金 

（道路交通法第 119条第 1項第 2号の２） 

※罰則規定なし 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 120条第 1項第 2号） 
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 車道で自転車を追い越す方法 

 追い越すときは、基本的には追い越す車両の「右側」から。 
 追い越したあとは、後ろに注意して道路の左側端へ戻ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   安全を守るための法律 
 

1-3 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
後ろからくる車両、前にいる自転車の通行を妨げないように、追い越しましょう。 
① 後方を確認したあと、進路変更の合図（手で合図：右手をまっすぐ右に） 
② 右側に進路変更をして追い越します。 
③ 追い越したあと、左側端へ。合図を忘れずに（手で合図：左手をまっすぐ左に、 

                          又は、右手を曲げて上に） 
 

   ルールを守らないと… 
 

× 

 後ろのクルマ、 
前の自転車の 
迷惑にならない 
ように！ 

 

②自転車を追い越した
あと、すぐに前に入
ってしまうと、衝突
してしまって危険！ 

▼道路交通法 第 26条の 2 第 2項 
車両は、進路変更によって、変更後の進路を後方から
進行してくる車両等が速度又は方向を急に変更させ
ることとなるような進路変更をしてはならない。 

 

▼道路交通法 第 28条 
車両は、他の車両を追い越そうとするときは、その追
い越されようとする車両の右側を通行しなければな
らない。 

 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 120条第 1項第 2号） 

×違反をすると… 

３月以下の懲役 
又は 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 119条第１項第 2号の２） 

 
 

①後ろを確認せず
に進路を変える
と、後ろから追突
されて大事故に
つながります。 

 

 
後ろにいる 

クルマには右手、 
追い越した後の自転車には 
左手で合図を出すと 

相手から見えやすいです。 



 

【１ 車道・歩道】－8 

 

 路上駐車などの避け方・後方車両の進行妨害禁止 

 後ろを確認して、路上駐車の右側から回避。 
 急に進路を変えると、後ろのクルマとの事故に 
 つながります。 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 
①路上駐車などは、右側から回避します。 
②後ろのクルマの進行妨害をしないように、 
しっかり「目視」で確認します。 

③進行妨害になりそうなときは、後方車両 
にゆずります。 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
①後ろを見ずに進
路を変えると、
後ろから追突さ
れて大事故につ
ながります。 

 
 

②急に進路変更した自
転車を避けようとし
て、後ろの車が事故
を起こしてしまうか
もしれません。 

 

コミュニケーションの 
上手なとり方は？ 
手で合図を行います。右に進
路変更するときは、右手をま
っすぐ横に伸ばします。 

   安全を守るための法律 
 

 あなただけでなく 
周りの安全も守る 
ために法律が 
あります。 

▼道路交通法 第 26条の２ 第１項 
車両は、みだりにその進路を変更してはならない。 

▼道路交通法 第 26条の２ 第２項 
車両は、進路変更によって、変更後の進路を後方から
進行してくる車両等が速度又は方向を急に変更させ
ることとなるような進路変更をしてはならない。 
 
 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 120条第 1項第 2号） 

※罰則規定なし 

×違反をすると… 
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 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 

バス停で乗降中のバスを回避するにはどうしたらいいの？ 

バス停に止まっているバスが、出発するためにウィンカー等を出しているときは、
バスが優先です。（道路交通法 第 31条の 2 乗合自動車の発進の保護） 
バスの後ろで停止し、発進するのを待ちましょう。 

乗降中で、バスが完全に停止している場合は、後ろを確認して右側から回避します。 
バスの左側からのすり抜けや、歩道への乗り上げは、乗降客との接触のおそれがあ
り危険です。 

ケ 

■バスが出発するとき 
バスの後ろで待機します。 

■乗降中でバスが完全に停止しているとき 
後ろを確認し、右側から回避します。 

車道でドアを開けるときは、自転車等が来ていないか確認しましょう。 

車道で急にドアを開けると、後ろからくる自
転車がドアに衝突する可能性があり危険で
す。 

気をつけてドアを開け、乗り降りしましょう。 

 

コ 

 クルマから 
降りる人は、自転車に 
気付いていないかも… 

気をつけて。 

手で合図するときの方法は？ 

合図は、後ろのクルマから見えやすいように、右手で行う方がより安全です。 

 

ク 

■徐行、停止 
▼出すタイミング 
止まろうとするとき 

■右に曲がる。右に進路変更 
▼出すタイミング 
・右に曲がる…交差点の 30ｍ手前から 
       右折が終わるまで。 
・右に進路変更…進路変更する３秒前 

■左に曲がる。左に進路変更 
▼出すタイミング 
・左に曲がる…交差点の 30ｍ手前から 
       左折が終わるまで。 
・左に進路変更…進路変更する３秒前 
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 自転車の歩道通行が認められる場合 

 歩道は、以下の①から③の場合のみ、通行できます。 
 車道通行が原則です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歩道通行が認められる「著しく危険な場合」はどんなとき？ 

道路工事や連続した路上駐車によって、左側通行が困難な場合や、クルマが多く道
幅が狭いため著しく危険な場合などが該当します。 

明確な基準はありませんが、安全確保のためやむを得ない場合に、あくまでも例外
的に認められるものと認識する必要があります。 

サ 

▼クルマが多く道が狭いため、クル 
 マなどとの接触事故の危険がある 

▼路上駐車が並んでいる ▼道路工事で通れない 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 17条 第 1項 
車両は、歩道又は路側帯と車道の区別のある道路 
では、車道を通行しなければならない。 

▼道路交通法 第 63条の４ 第１項 
普通自転車は、次に掲げるときは、歩道を通行す 
ることができる。※「次に掲げるとき」の条件は、上の３つの通り。 

1-5 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
歩道を通行できる場合は、以下の通りです。ただし、スピードを出すのは法律違反です。 

  
あくまで 

車道が原則です。 
特別な場合以外に 
歩道を通れば 
処罰されます。 

×違反をすると… 
３月以下の懲役 

又は 
５万円以下の罰金 

（道路交通法第 119条第 1項第 2号の２） 

※歩道の通行が認められるのは「普通自転車」に限られています。 

 p16     参照 Topic② 
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 歩道の通行方法 

 歩道は「歩行者」のための場所。 
 歩行者優先が大原則。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

歩道の真ん中から車道寄りを、徐行（すぐに止まれる速度で通行）します。 
基本的に自転車は、歩道では「走る」ことはできないと理解しましょう。 
 ①場所は「車道寄り」で、速度は「徐行」です。 
 ②歩行者の通行を妨げるときは「一時停止」しなければなりません。 
 

■通行場所        ■歩行者がいるときは 

 

×違反をすると… 
２万円以下の 
罰金又は科料 
（道路交通法第 121条 

      第 1項第５号） 

   安全を守るための法律 
 
▼道路交通法 第 63条の４ 第２項 
普通自転車は、歩道の中央から車道寄りの部分を徐行
しなければならない。 
また、歩行者の通行を妨げることとなるときは、一時
停止しなければならならない。 

1-6 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 

   ルールを守らないと… 
 

× 
①前を行く歩行者
が、急に立ち止っ
たときに、衝突し
てケガをさせて
しまいます。 

 

②お店寄りを通
行すると、お店
から出てきた
人と衝突しや
すくなります。 

 

「徐行」って 
どのくらいの速さ？ 

道路交通法では「車両等が直ちに
停止することができるような速度
で進行すること」と定義されてい
ます。 
「すぐに止まれる」速度なので、
歩くよりほんの少し速いくらいが
目安です。 
危ないと思ったら、止まるか、押
し歩きをしましょう。 

 歩道はあくまで 
「例外」なので、 
歩行者優先が 
大前提です。 
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まもるくんの 
コラムのページ 

 

押し歩くときは、自転車？歩行者？どっちなの？ 

道路交通法 第２条の歩行者の定義の中に、「二輪もし
くは三輪の自転車を押して歩いている者」とあり、押
して歩いているときは、歩行者となります。 
車道通行が困難なときなどは、歩道を押して歩けば、
進めます。 

セ 

歩道では、車道と同じように進む方向が決まっているの？ 

法律上は、「車道寄り」であれば、歩道
上のどちらの向きも通行できます。 

車道通行が原則ですが、歩道を通行す
るときは、クルマから気付かれやすい
ように、クルマと同じ向きに通行する
と安全です。 

シ 

歩行者と事故を起こしたら、どうなるの？ 

自転車は車両であるため、歩行者と事故を起こ
して、加害者となった場合には、「刑事」と「民
事」の両方の責任を負う可能性があります。 

もし、自分の過失が原因で、相手を死傷させて
しまった場合、刑法第 211条「重過失傷害」が
適用されることがあります。 
（5年以下の懲役もしくは禁錮、 
   又は 100万円以下の罰金）。 

ス 
■刑事上の責任（懲役・禁錮・罰金） 

 法を守らず、事故を起こした者に 

 対する罰則のこと。 

■民事上の責任（損害賠償） 

 被害者が被った損害を、 

 金銭等により補てんし、 

 回復を図ること。 

 
14歳以上に 
なれば、自分で 
責任を負うことに 
なります。 

 
左右 

どちらにも 
通行可 

自転車は、ブレーキをかけてすぐに止まれるの？ 

自転車は、ブレーキをかけてもすぐには止まれません。歩行者に気付いてブレーキを
かけても、スピードを出していれば止まりきれず、衝突してしまう可能性があります。 

また、やむをえず急ブレーキをかけるときに、右側のブレーキ（前のタイヤ）を強く
かけると、前方への転倒につながります。左側のブレーキ（後ろのタイヤ）を先にか
けてから、右側のブレーキ（前のタイヤ）をかけると安全に止まれます。 

なお、片手でブレーキをかけると、止まるまでさらに距離が必要となり危険ですので、
片手運転はやめましょう。 

ソ 

■自転車の制動時の停止距離 
自転車は、ブレーキを引き、停止するまでの間も

進み続けます。 

JIS 規定では、制動距離(空走距離含まず)で、速

度 25km/m の際、前ブレーキのみで７m 以内、

後ろブレーキのみで 10m 以内、前後ブレーキ同

時使用時は 5.5m 以内です。 
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 標識のルール 

 自転車も標識を守らなければいけません。 
 「止まれ」があるときは止まりましょう。 
 飛び出すと危険です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 
 

（道路交通法第 119条第 1項第１号の２） 

標識に従って通行すること。 
クルマと同じように、標識を守らなければいけません。 
 

■例：一時停止              ■例：一方通行 

  

停止線があると

きはその手前、な

いときは標識の

手前で一時停止。 

自転車もクルマ

も、矢印の方向に

しか進めません。

逆走禁止。 

   安全を守るための法律 
 
▼道路交通法 第８条 
歩行者又は車両等は、道路標識等によりその通行を禁
止されている道路又はその部分を通行してはならな
い。 

▼道路交通法 第 43条 
道路標識等により一時停止すべきことが指定されて
いるときは、停止線の直前で一時停止し、交差車両等
の進行妨害をしてはならない。 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 

×違反をすると… 

 標識はみんなが 
守らないと意味が 
ないため、厳しい 
罰則があります 

   ルールを守らないと… 
 

× 
①「一時停止」なのに無
視して飛び出せば、車
と衝突して大事故に
つながります。 

 

②「一方通行」を無視し
た逆走は、正しく通行
している人が危険な
目にあいます。 

 

③「一時停止」を無視した自転車
を避けようとして、バスが急停
止すると、車内にいる乗客のケ
ガにつながります。 

 

３月以下の懲役 又は 
５万円以下の罰金 
 

３月以下の懲役 又は 
５万円以下の罰金 

（過失の場合：10万円以下の罰金） 
（道路交通法第 119条 
      第 1項第２号、同条第２項） 
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「自転車を除く」「軽車両を除く」一方通行の道路は、どこを走るの？ 

一方通行の道路でも、「自転車を除く」「軽車両を除く」
補助標識がある場合、クルマの向きと逆方向に進むこ
とができます。 

この場合でも、「車道の左側端」を通るルールが適用
されるので、進行方向に向かって左側端に寄って通行
することになります。 

ツ 

「自転車を除く」「軽車両を除く」などの標識は何？ 

「自転車を除く」「軽車両を除く」などは、補助標識
といいます。自転車は軽車両ですので、この補助標識
がある場合は、本標識の規制はかかりません。 

横浜市内では、一方通行や進入禁止、車両通行止め、
指定方向外進行禁止の標識に、自転車を規制対象外と
する補助標識が付けられているところがあります。 

標識をよく確認しましょう！ 

チ 

 
自転車は「軽車両」 

だから、「軽車両を除く」 
の対象になります。 
軽自動車のことでは 
ないですよ。 

自転車が注意すべき標識は？ 

自転車に乗る人が、特に注意しなければならないものは、以下の通りです。 

ただし、標識の下に「自転車を除く」などの補助標識がある場合は、 
標識の規制対象から外れます。 

タ 



 

【１ 車道・歩道】－15 

 

  クルマの流れと反対方向にある目的地への行き方 

 車道の逆走は絶対に禁止。 
 クルマと同じように、 
 遠回りでも、車道の左側を通行しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topic① 

 押し歩きをすれば、歩行者と同じ扱いになるので、歩道を通
行できます。 

 時間はかかりますが、押し歩いて道路を渡り、そこから車道
を通行することもできます。 

 

 

  自転車を押し歩いて行く 
 

 クルマと同じように常に車道の左側端を通行して目的地に向
かうのが基本です。 

 遠回りにはなりますが、徐行しなければならない歩道（普通
自転車通行可の場合）に比べ、スムーズに走行でき、時間短
縮につながる場合もあります。 

 

 

  遠回りでも、車道の左側を通って行く 
 

 「普通自転車通行可」の歩道では、例外的に歩道の「車道寄
りを徐行」して通行することは可能です。 

 ただし、歩道は歩行者優先でゆっくり通行しなければならな
いので、原則通り車道の左側を通行した方がスムーズに走行
できます。 

 「普通自転車通行可」の歩道であっても、スピードを出して
はいけません。 

 
 

 

  通行が認められている歩道を、ゆっくり通行して最短距離で行く 
 

 たとえ最短距離であっても、車道の逆走や、自転車通行が認
められていない歩道の通行は禁止です。 

 

 

  車道の逆走や歩道を走行して行く（ルールを無視する） 
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  普通自転車と道路交通法 

 大きさや構造の条件を満たすものが「普通自転車」。特別 
 な場合での歩道通行など一部のルールに違いがあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topic② 

 自転車の中で、大きさや構
造が、右の基準を満たすも
のを「普通自転車」といい
ます。 

 

 

   自転車の中で一定の条件を満たすものが「普通自転車」 
 

「普通自転車」の基準 
車両の大きさ、構造が次の基準を満たす二輪又は三
輪の自転車で、他の車両をけん引していないもの 

■大きさの基準 
【長さ】190cm以内／【幅】60cm以内 
 

■車体の構造 
 ・側車を付けていない（補助輪を除く） 

 ・運転者席以外の乗車装置を備えていない（幼児用座席を除く） 

 ・ブレーキが走行中簡単に操作できる位置にある 

 ・歩行者に危害を及ぼすおそれがある鋭利な突出部がないこと 

 基準を満たす「普通自転車」は、特別な場合の歩道通行や、【並進可】の道路での並進
が認められることのほか、【自転車を除く】の補助標識の対象となります。 

 

   普通自転車のみに適用される交通ルール 
 

 道路交通法では、ペダルなどを使って、人力で運
転する二輪以上の車として定義されています。（車
いすや小児用の車は除きます） 

 大きさや重さなどの規定 
はないため、横浜市内を 
走るベロタクシー（写真） 
も「自転車」です。 

 

 

   法律上の「自転車」の定義 
 

道路交通法での 
「自転車」の定義は？ 

ペダル又はハンド・クランク
を用い、かつ、人の力により
運転する二輪以上の車であっ
て、身体障害者用の車いす、
歩行補助車等及び小児用の車
以外のもの。 

並進可の標識が 
ある道路での 
並進通行 

「並進可」の標識がある場合、

普通自転車については、並進が

認められています。 

基準を満たさないその他の 

自転車は、並進は認められてい

ません。 

p28,29    参照 3-1 

補助標識 
【自転車を除く】 
の対象 

補助標識「自転車を除く」の自

転車とは、普通自転車のことを

指します。 

基準を満たさないその他の自

転車は一方通行等の標識に従

います。 

p13,14    参照 1-7 

特別な場合のみ 
認められる 
歩道の通行 

「普通自転車歩道通行可」の標

識がある場合でも、歩道通行が

認められるのは普通自転車だ

けです。 

基準を満たさないその他の自

転車は、歩道通行が認められま

せん。 
p10    参照 1-5 

 
国内メーカーの 

自転車は、ほとんど 
普通自転車に 

該当しています。 



 

【２ 交差点】－17 

 
 
 
 
 



 

【２ 交差点】－18 

 

 交差点の直進方法 

 交差点でも、原則通り「車道の左側端」を直進します。 
 第二車線、第三車線に無理に入ると危険です。 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 
「車道の左側端」を通行します。 
①クルマの車線に関わらず、「車道の左側端」の通行が原則です。 
②自転車横断帯（右下の図）がある道路では、横断帯を渡る義務があります。p21     参照 
 ※直進することが難しい形態の交差点の通行方法 p25     参照 
 

 
 
 

       

■交差点の基本 ■自転車横断帯のある場合 

 コラム㋨ 
Topic③ 

 左折レーンでも 
左側端を直進 
できるよ！ 

   ルールを守らないと… 
 

× 
①交差点で１人
だけルールを
守らないと、
自分も周りも
危険!! 

 
 

②左折するクルマ
が邪魔だから、と
車線を越えて走
ると、後ろからの
クルマと接触!! 

 
 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 36条 第４項 

車両等は交差点に入ろうとする場合及び交差点を通行
するときは、交差道路を通行する車両等、反対方向から
来る右折車両、横断歩行者に特に注意し、かつできる限
り安全な速度と方法で進行しなければならない。 

▼道路交通法 第 35条 第１項 
車両（軽車両等除く）は、道路標識等により交差点で
進行する方向が定められているときは、当該通行帯を
通行しなければならない。 

▼道路交通法 第 63条の６ 
自転車は、道路を横断しようとするときは、自転車横
断帯がある場所の付近においては、その自転車横断帯
によって道路を横断しなければならない。 

×違反をすると… 
３月以下の懲役 

又は 
５万円以下の罰金 

（道路交通法第 119条第１項第２号の２） 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 120条第１項第３号） 

２万円以下の 
罰金又は科料 

（道路交通法第 63条の 8※適用。 
  道路交通法 121条第 1項第 4号） 
 ※警察官等の指示に従わず、自転車 
  横断帯を横断しなかった場合 

 
交差点でも 
車両としての 

ルールをしっかり 
守りましょう。 

 



 

【２ 交差点】－19 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 
横断歩道は、自転車に乗ったまま渡っていいの？ 

横断中の歩行者がいないなど、歩行者の通行を妨げる恐れがない 
場合を除き、自転車に乗ったまま通行してはいけません。 

押し歩けば、通行できます。 

テ 

 横断歩道を 
渡るときは、 
押し歩きを 
しましょう！ 

スクランブル交差点は、いつ渡ったらいいの？ 

スクランブル交差点でも、基本は同じ。 
 ①車道では「車両用信号」を見て渡ります。 
 ②歩道（通行が認められている場合）では、歩行者用信号を見て渡ります。 
 ③歩道を押し歩くときも、「歩行者用信号」を見て渡ります。 

ト 

信号のない交差点は、どちらの道路が優先なの？ 

信号機のない交差点では、以下の条件によって優先される側が決まっています。 
優先すべき交差道路が別にある場合、交差する車両の進行妨害をしてはいけません。
優先道路に入る前には徐行し、安全を確認してから進入します。 

なお、優先道路を通っている場合でも、交差点の「安全進行義務」に違反すれば、
処罰の対象です。安全なスピードと方法で進行してください。 

ナ 

▼道幅が明らかに広い側 ▼中央線がつながっている側 ▼優先道路の標識がある側 

▼一時停止等の義務がない側 

標識や道幅などで、優先関係が

明確でない交差点では、「左側

からの交通を優先させる」ルー

ルとなっています。 

★優先関係が定まらない場合は「左方優先」 

■信号のない道路での「優先される側」の考え方 



 

【２ 交差点】－20 

 

 交差点の右左折方法  

 直進、左折はクルマと同じですが、信号のある交差点で
の「右折」は２段階右折が基本です。 
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   ルールを守らないと… 
 

× 
①左折するとき
に「徐行」しな
いと、横断して
いる歩行者を
巻き込んでし
まいます。 

 
 

②道路の左側か
ら直接右折す
ると、直進する
クルマの前を
横切ることに
なり危険!! 

 
 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 34条 第１項 
車両は、左折するときは、あらかじめその前からで
きる限り道路の左側端に寄り、かつ、できる限り道
路の左側端に沿って徐行しなければならない。 

▼道路交通法 第 34条 第３項 
軽車両は、右折するときは、あらかじめその前から
できる限り道路の左側端に寄り、かつ、交差点の側
端に沿って徐行しなければならない。 
 

×違反をすると… 
２万円以下の 
罰金又は科料 

（道路交通法第 121条第 1項第 5号） 

 
特に 

２段階右折は 
クルマと大きく 
異なる部分です。 
しっかり守って 
ください。 

 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
左折は、歩行者に気をつけ、ゆっくり曲がります（徐行）。 
右折は、左側端を直進したあと、もう一度横断します。 
①交差点の手前から、道路の左側端に寄ります。 
②左折は「左側端」を、ゆっくり曲がります。 
③右折は「２段階右折」です。一度、直進して交差点を横断し、次の信号が変わるのを待ちます。 
 
 
 
 

            
■左折の基本 ■右折の基本 

事前に道路の左

側端に寄ってお

き、交差点に沿

ってゆっくり曲

がります。 

横断歩行者に気

を つ け ま し ょ

う。 

２段階右折を守

りましょう。 
 

▼１段階目 

信号に合わせて

交差点を直進し

ます。 
 

▼２段階目 

次の信号が変わ

るのを待ち、再

び直進します。 



 

【２ 交差点】－21 

 

 

   自転車横断帯の通行義務 

 車道を通行していても、歩道を通行していても、 
 自転車横断帯を通行する義務があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自転車横断帯がある交差点では、車道を通る
場合でも、歩道を通る場合でも、自転車横断
帯を通行する義務があります。 
（道路交通法第 63条の 6） 

 

②車道を通ってきて、交差点を直進、右折の場
合は、歩道を通る歩行者や自転車に注意しな
がら、自転車横断帯に進入し、交差点を渡り
ます。 

 

③左折の場合は、交差点を渡らないため、通常
通りの交差点の左折のしかたで OKです。た
だし、歩行者や歩道を通行している自転車（通
行可の場合）が横断歩道等を渡るため、注意
しながら左折してください。 

 

 

Topic③ 



 

【２ 交差点】－22 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 歩行者等がいる 
かもしれないので、 
注意しよう。 

歩道も、信号もない小さな交差点の右左折は、どうしたら？ 

歩道も、信号もない小さな交差点でも、 
原則どおり、事前に道路の左側端に寄り、
交差点の左側端に沿って徐行し、右折、
左折をします。 

ただし、曲がった先に、歩行者が歩いて
いたり、建物から出てきたりすると危険
なため、注意しましょう。 

ヌ 

 
歩行者も 
道路の端を 

歩いています。 
気をつけてね。 

 

信号のない交差点も、２段階右折なの？ 

信号がないため、１段階目、２段階目に
分けられません。 

交差点の左側端を、大回りに徐行し、交
差点の角を目安に右折します。 

横断歩道があっても、自転車横断帯がな
い場合はこの方法で渡ります。 

ニ 

 自転車横断帯が 
なければ、基本的に 
同じ渡り方で 

OK。 



 

【２ 交差点】－23 

 

 信号の見方 

 車道を走るときは、原則、クルマ用の信号を見ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

常に、対面の信号機を守って横断します。 
歩行者・自転車専用信号がないときは、「車両用信号」を見ます。 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 

■専用信号が 

 ない場合 

   ルールを守らないと… 
 

× 
 信号を無視して飛び出せ
ば、大きな事故につなが
ります。 

車道では、車両

用信号に従い

ます。 

横断歩道を横

断するときは、

歩行者用信号

に従います。 

自転車横断帯がつい

ている道路では、歩

行者自転車専用の信

号がついていること

が多くあります。 

この場合、歩道でも、

車道でも、歩行者・

自転車専用信号に従

います。 

 

■専用信号が 

 ある場合 

青矢印の信号は、渡ってもいいの？ 

片側２車線以上の交差点では、青矢印の信号がついてい
る交差点もあります。 

直進、左折はクルマと同じように、青矢印の信号に合わ
せて OK。右折は「２段階右折」のため、青矢印での横
断は禁止です。 

ネ 

p21     参照 Topic③ 

   安全を守るための法律 
 
▼道路交通法 第７条 
道路を通行する歩行者又は車両等は、信号機の表示
する信号又は警察官等の手信号等に従わなければ
ならない。 
 

×違反をすると… 
３月以下の懲役 

又は 
５万円以下の罰金など 
（道路交通法第 119条第 1項第１号の２ 
及び第 2項、第 121条第１項第１号） 

 
信号を守る、 
ということは 

みんなが知っている 
基本的な交通ルール。

しっかり 
守ること！ 

 



 

【２ 交差点】－24 

 

 Ｔ字路の通行方法 

 車道を走るときは、クルマと同じように通行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 
 

Ｔ字交差点、Ｙ字交差点など、形が特殊な交差点でも、通行の方法は同じです。 
車道では、クルマと同じように赤信号では停止します。 
 
 

 Ｔ字路などでの 
右折の方法は？ 

「２段階右折」が原則。①→②の 
順に通行します。横断歩道を押し 
歩くこともできます。 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第７条 
道路を通行する歩行者又は車両等は、信号機の表
示する信号又は警察官等の手信号等に従わなけれ
ばならない。 
 

2-4 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 

 交差点のルール 
は、交差点の 

形で異なることは 
ありません。 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
①交差する方向の
クルマは、自転車
が走ってくると
想定していませ
ん。ぶつかれば大
事故につながり
ます。 

 
 

②青信号で横断し
ている歩行者は、
自転車が突っ込
んでくると想定
していないので、
事故につながり
ます。 

 
 

 横断歩道を 
押し歩く方法も 
あるよ！ 

 

■車道を通行しているときは… 
どんな交差点でも、赤信号では 

必ず停止。 

歩道内(普通自転車通行可の場合)であれ

ば、信号で停止する必要はありません。 

■歩道を通行できる場合は… 

×違反をすると… 
３月以下の懲役 

又は 
５万円以下の罰金など 
（道路交通法第 119条第 1項第１号の２ 
及び第 2項、第 121条第１項第１号） 



 

【２ 交差点】－25 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 

特殊なＹ字交差点は、どう渡るの？ 

図の場合、左に曲がるクルマが多いた
め、自転車で右斜めに向かうと、交差
します。 

無理に道路を横切ると危険なため、横
断歩道を押して歩くことをオススメし
ます。 

ノ 

高速道路のインターの流入路は、どうやって通るの？ 

図のように、自転車の走る一番左側の車線が、高速道路のインターチェンジなどに
直接入っていく道路（下図②）があります。 

①の場合は、高速道路に入ろうとするクルマに気をつけながら、直進してください。 

②の場合は、高速道路のインターに入る交差部、又は導流帯（ある場合）の手前で、
しっかりと安全を確認し、後ろのクルマの進行妨害にならないように、右側に行き
ましょう。 

ハ 

①導入路つきの一般的 
 高速道路ＩＣの場合 

②左側車線が 
 高速道路ＩＣ直結の場合 

 直進してね。 
高速道路に入る 

クルマと交差するので 
気をつけて！ 

 

 交差部や導流帯の 
手前で右側に 
渡りましょう。 
導流帯が目安。 

 



 

【２ 交差点】－26 

 

   交差点を直進するときの注意点 

 クルマの死角と、左折巻き込みに気をつけましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①交差点ではクルマから見えない「死角」に注意しま
す。クルマに気付かれていないと、接触事故につな
がります。 

 

 

②左折のクルマに巻き込まれないように、注意して進
みます。 
クルマに気付かれていない可能性も考えて、注意し
て通行してください。 
クルマの運転者も、交差点を直進してくる自転車に
は注意しましょう。 

 

 

▼クルマの間をすり抜けるのは、交通違反となり、大変危険な行為です。 
 絶対にやめましょう。 

むやみな進路変更や割り込み、交

差点付近での追い越しは自転車

も禁止されています。 

また、クルマが発進するかもしれ

ず、危険です。 

Topic④ 

▼道路交通法 第 32条 
車両は、停止もしくは、停止しようとして徐行し
ている車両等や、これらに続いて停止、徐行して
いる車両等に追いついたときは、その前方にある
車両等の側方を通過して当該車両等の前方に割り
込み、又はその前方を横切ってはならない。 
 

   安全を守るための法律 
 ×違反をすると… 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 120条第 1項第 2号） 



 

【３ 安全な使い方】－27 

 



 

【３ 安全な使い方】－28 

  

 並進の禁止 

 自転車が並んで走ると、周りのクルマや歩行者の 
 通行の妨げになって、とても危険です。 
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   安全を守るための法律 
 
▼道路交通法 第 19条 
自転車など軽車両は、他の軽車両と並進してはなら
ない。 

▼道路交通法 第 63条の５ 
普通自転車は、「並進可」の道路標識のある道路では、
第 19条の規定にかかわらず、２台までに限り、他の
普通自転車と並進することができる。 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
自転車は原則、「並進禁止」です。１列に並んで走行しましょう。 
 

 並進は原則禁止

です。 

縦１列で通行し

ます。 

「並進可」の標

識 が あ る 場 合

は、並進できま

すが、３列に並

ぶ の は 禁 止 で

す。 

   ルールを守らないと… 
 

× 
①車道で並進す
ると、後ろか
ら来るクルマ
の迷惑になり
ます!! 

 

②おしゃべりに
夢中で、前の
クルマの停止
に気付かず追
突!! 

 

 並進すると 
道幅をとるだけで 
なく、会話等で 

注意散漫になること 
もあり危険です。 

×違反をすると… 
２万円以下の 
罰金又は科料 

（道路交通法第 121条第 1項第 5号） 

※罰則規定なし 



 

【３ 安全な使い方】－29 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 

歩道を通行できる場合でも「並進」は禁止？ 

軽車両の並進の禁止を規定する、法第 19
条では、車道、歩道の分けなく並進を禁止
しています。 

「並進可」の標識がない限り、並進しては
いけません。 

ヒ 

横浜市には「並進可」の標識はあるの？ 

実は、普通自転車「並進可」の標識は、横浜市内にはなく、全国的にもほとんど設
置されていません。 

「並進可」の標識がないため、横浜市内では並進できません。 

フ 

子どもと保護者が一緒に自転車で移動するとき
は、自転車は車道通行が原則であるため、子ども
は歩道を通り、大人は車道を通ることが想定され
ます。 

軽車両の並進禁止のルールは、車道、歩道関係な
く適用されるため、並んで走ることはできません。 

子どもと一緒に車道を走ることが危険なときは、
歩道を一緒に徐行したり、押し歩くことをオスス
メします。 

子どもは「歩道」、保護者は「車道」で並ぶのもダメなの？ ホ 

遅い自転車を追い越したときに一瞬並ぶのも「並進」になる？ 

並進は並んで走ることですので、他の自転車を追
い越す場合など、一時的に並進することは「並進
禁止」のルールにはあてはまりません。 

なお、追い越し方については、p7    を参照
ください。 
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【３ 安全な使い方】－30 

 

 ながら運転の禁止 

 「ながら運転」は、 
 操作のミスや、不注意な運転につながり、危険です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 
自転車を適切に操作できない「ながら運転」は禁止です。 
  例えば… ①傘をさしながら  ②携帯電話で通話しながら 

  ③大音量で音楽を聴きながら ④犬を散歩しながら 

  ⑤スマホでメールやゲームをしながら   …など 

雨ガッパを着る、携帯を使わないなど、ながら運転をしないようにしましょう。 

 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 70条 
車両等の運転者は、当該車両等のハンドル、ブレー 
キその他の装置を確実に操作し、かつ、道路、交通 
及び当該車両等の状況に応じ、他人に危害を及ぼさ 
ないような速度と方法で運転しなければならない。 

▼道路交通法 第 71条 
車両等の運転者は、次に掲げる事項を守らなければ 
ならない。（以下、第１号から第６号の遵守事項が記載されるが省略） 

▼神奈川県道路交通法施行細則 第 11条 
法第 71条第６号により公安委員会が定める運転者の遵守事項は、次に掲げるとおり。 
 ※施行細則では全 12項目示されているが、ここでは関連する項目のみ掲載。 

 (2) 傘を差し、物を担ぎ、物を持つ等視野を妨げ、又は安定を失うおそれのある方法で運転しないこと。 

 (3) 携帯電話用装置を手で保持して通話、操作、画像を注視しながら自転車を運転しないこと。 

 (5) 大音量で、又はイヤホン若しくはヘッドホンを使用して音楽等を聴く等安全な運転に必要な音、声が 

 聞こえない状態で運転しないこと。 
 

 

５万円以下の罰金など 
（道路交通法第 120条第 1項第９号） 

×違反をすると… 
３月以下の懲役又は 
５万円以下の罰金 
（過失の場合：10万円以下の罰金） 
 （道路交通法第 119 条第 1 項第９号、第 119 条第２項） 

 
自転車も 

クルマと同じように 
安全に運転する 
義務があります。 



 

【３ 安全な使い方】－31 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 

傘を自転車に装着すれば、「ながら運転」にならない？ 

積載物の大きさ制限または積載方法制限に違反する場合
があります。 
雨の日は、雨ガッパを着る、自転車を利用しないなどの

方法をおすすめします。 

p４６
 4-4 

参照 

マ 

止まって携帯、スマホを操作するのは大丈夫？ 

交差点などで完全に停止しているときに、携
帯電話やスマートフォンを操作することは、
認められています。 

ただし、信号が変わって即座に発進しなけれ
ばいけない状況だと、周りのクルマや自転車
にも迷惑です。 

周りの迷惑にならない安全な場所で、自転車
を降りて、立ち止まって使うようにしてくだ
さい。 

ム 

片耳イヤホンなら、「ながら運転」にならない？ 

禁止されている「ながら運転」の基準は、都
道府県によって異なります。 

神奈川県では、イヤホンやヘッドホンの使用
方法や音量の大小に関係なく、安全な運転に
必要な音または声が聞こえない状態の場合、
違反となります。 

ミ 



 

【３ 安全な使い方】－32 

 

 二人乗りの禁止 

 自転車は原則１人で乗るもの。２人で乗れば、 
 ブレーキも、ハンドルも操作できずに危険です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 55条 第１項 
車両の運転者は、当該車両の乗車のために設備され
た場所以外の場所に乗車させて運転してはならな
い。 

▼道路交通法 第 57条 第２項 
公安委員会は、道路における危険を防止し、その他
交通の安全を図るため必要があると認めるときは、
軽車両の乗車人員又は積載重量等の制限について定
めることができる。 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
二人乗りは原則禁止です。 
荷台は、人が乗るところではありません。 

 

①バランスを崩せ
ば、一緒に転んで
大けがをするか
もしれません。 

 

②急ブレーキをかけて
も、２人分の体重がか
かるとすぐには止ま
らず衝突!! 

 

▼神奈川県道路交通法施行細則 第９条 
法第 57条第２項により公安委員会が定める軽車両の乗車人員又は積載物の重量、 
大きさ若しくは積載の方法の制限は、次に掲げるとおり。 
  ア 二輪の自転車にあっては１人、三輪の自転車にあっては乗車装置に応じた人員を超えないこと。 
    （以下省略） 

×違反をすると… 
５万円以下の罰金 

（道路交通法第 120条第 1項第 10号） 

２万円以下の 
罰金又は科料 

 （道路交通法第 121条第 1項第 7号、 
道路交通法第 123条） 

幼児を最大２人 
まで、専用の座 
席等に正しく乗 
せる場合で、運 
転者が 16歳以 
上、同乗者が 6 
歳未満の場合。 

ｐ42    参照 4-2 

例外的に認められる場合 

 
車両には 

安全に運転できる 
乗車定員があります。 
しっかり守ること。 



 

【３ 安全な使い方】－33 

 
 

   二輪のタンデム自転車 

 神奈川県では、公道を通行できません。（平成 31年 2月時点） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

２人分の座席のついたタンデム自転車の公道通行の可否は、 
各都道府県の道路交通法施行細則によって決められており、 
都道府県ごとに異なります。 
2019年 2月時点、神奈川県では、二輪のタンデム自転車は通行することができません。 
三輪の場合、通行は認められていますが、普通自転車に該当しないので、 
歩道通行をすることはできません。 

Topic⑤ 

横浜のベロタクシーは、なぜ多くの人が乗れるの？ 

神奈川県の道路交通法施行細則では、
「三輪の自転車にあっては乗車装置に
応じた人員を超えないこと」としてお
り、後ろに専用の乗車装置（座席）を付
けているので、問題ありません。 

ただし、自転車の幅や高さが「普通自転
車」の大きさを超えるため、歩道の通行
は認められず、車道を通行します。 

メ 

p16     を参照 Topic② 

①長野県 

②兵庫県 

③山形県 

④愛媛県 

⑤広島県 

⑥宮崎県 

⑦佐賀県 

⑧新潟県 

⑨愛知県 

⑩群馬県 

⑪京都府 

⑫富山県 

⑬静岡県 

⑭大阪府 

⑮大分県 

⑯島根県 

⑰滋賀県 

⑱千葉県 

⑲山梨県 

⑳山口県 

㉑高知県 

㉒福岡県 

㉓鹿児島県 

■二輪のタンデム自転車の公道通行可能な都道府県 

（平成 30 年 11 月現在。 公道通行許可日付順） 

 



 

【３ 安全な使い方】－34 

 

 飲酒運転の禁止 

 飲酒運転はクルマと同じく法律違反です。 
 自転車に乗るときは、お酒を飲まない！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 65条 第１項 
何人も、酒気を帯びて車両等を運転してはならない。 
 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
お酒を飲んだら、自転車に乗ってはいけません。 
判断力、操作能力などが著しく低下しているため、絶対に乗らないこと。 

①自転車をコントロールで
きず、自分も、周りの人
も巻き込んで大事故につ
ながります。 

 

②操作を誤ってそのまま転倒、頭を打って
大けがしてしまいます。 

 

 飲酒運転は 
クルマと同じく 
非常に厳しい 
罰則規定に 

なっています。 

×違反をすると… 
５年以下の懲役 

又は 
100万円以下の罰金 
（道路交通法第 117条の２ 第１号） 



 

【３ 安全な使い方】－35 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 

「酒酔い」と「酒気帯び」は、どう違うの？ 

間違えやすいですが、「酒酔い」とは、「酒に酔って、正常に運転できない状態で運転
すること」であり、呼気に含まれるアルコール濃度は関係ありません。 

酒に酔って自転車に乗れば、重い処分が下されます。ただし、酒に酔ったとき、自分
では「酔っていない」と思い込んでいる場合もあります。基本的には、お酒を飲む場
合には、自転車に乗らないことを徹底しましょう。 

なお、クルマについては、呼気に 0.15mg以上のアルコールが検出された段階で「酒
気帯び」として処分が下されます。 

 

 

■「酒酔い」と「酒気帯び」の違い 
 

状態 呼気のアルコール濃度 自転車の処分 クルマの処分 

酒酔い 
関係なし 

※正常に運転できない状態 

 の場合、全て該当 

５年以下の懲役又は 

１００万円以下の罰金 

５年以下の懲役又は 

１００万円以下の罰金 

＋免許取消（３年） 

酒気帯び 

0.25mg 以上 罰則なし 

３年以下の懲役又は 

５０万円以下の罰金 

＋免許取消（２年） 

0.15～0.25mg 罰則なし 

３年以下の懲役又は 

５０万円以下の罰金 

＋免許停止９０日 

 

自転車運転者にお酒をすすめた人も、罪になるの？ 

道路交通法では、酒酔い・酒気帯び運転を未然に
防ぐため、厳しいルールを定めています。 

例えば、飲酒を伴う席で、自転車やクルマ等の運
転者に対してお酒をすすめることも、お店がお酒
を提供することも、飲酒した人に車両を貸すこと
も、禁止されています。 

自転車の運転者が酒酔い運転で捕まった場合、お
酒を勧めた人も、「３年以下の懲役又は 50万円
以下の罰金」という重い処分が下ります。 

道路交通法 第 65条第２項 

何人も、酒気を帯びている者
で、前項の規定に違反して車
両等を運転することとなるお
それがあるものに対し、車両
等を提供してはならない。 

道路交通法 第 65条第３項 

何人も、第一項の規定に違反
して車両等を運転することと
なるおそれがある者に対し、
酒類を提供し、又は飲酒をす
すめてはならない。 

モ 

ヤ 



 

【３ 安全な使い方】－36 

 
 

 ベル乱用の禁止 

 自転車のベルは、クルマのクラクションと同じ「警音器」。 
 むやみに鳴らせば法律違反です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 
法律で定められている場合と、危険防止のためのベル以外は禁止です。 
歩行者に使うものではありません。 
例外的に歩道を通行するときは、歩行者優先で一時停止が基本です。 

①歩行者優先の歩道で、わがもの顔でベル
を鳴らせば、鳴らされた方はイライラ!! 
思わぬ口論になるかもしれません。 

 

①長さ、幅及び高さ 
②接地部及び接地圧 
③制動装置 
④車体 
⑤警音器 

警音器（ベル）の取付けの義務 
車両等の構造・装置を規定する道路運送車両法（第 45条 軽車両の
構造及び装置）の中で、軽車両は右の５つの技術基準に適合するこ
とが求められ、その中で警音器の取付けが義務化されています。 
 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 54条 第２項 
車両等の運転者は、法令の規定により警音器を鳴ら
さなければならない場合を除き、警音器を鳴らして
はならない。ただし、危険を防止するためやむを得
ないときは、この限りでない。 
 

×違反をすると… 
２万円以下の 
罰金又は科料 

（道路交通法第 121条第 1項第 6号） 

注意：ベル（警音器）を鳴らすべき場合 
 ①「警笛ならせ」の標識がある道路 
 ②「警笛区間」の見通しが悪い場所 
 ③危険防止のため、やむを得ない場合 

 クルマの 
クラクションと 
同じ考え方です。 
鳴らすのは特別な 
場合のみです。 



 

【３ 安全な使い方】－37 

 

 ライトの点灯義務 

 夜間はライトを点灯して 
 自分の存在を周りにアピールしましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自分は見えて
いても、相手
からは見えて
おらず、相手
から気付かれ
ず、事故につ
ながります。 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 52条 第１項 
車両等は、夜間、道路にあるときは、政令で定める
ところにより、前照灯、車幅灯、尾灯その他の灯火
をつけなければならない。 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
夜間はライトを必ず点灯すること。自分の存在をアピールすることが大切です。 
 ①前にも、後ろにも、決められた色、明るさのライトや反射鏡をつけること。 
 ②色は、相手から見て「向かってくるのか」「遠ざかるのか」を判断するために 
  重要です。大人の自転車も、子どもの自転車も、正しくライトをつけましょう。 

②前に赤いライト
をつけている
と、クルマは「遠
ざかっていく」
と勘違いしてし
まいます。 

 

×違反をすると… 
５万円以下の罰金 

（道路交通法第 120条第 1項第５号） 

▼神奈川県道路交通法施行細則 第７条 
前照灯の灯火は、次に掲げる基準に適合するものでなければならない。 
(１)白色又は淡黄色であること。 

(２)夜間、前方 5ｍの距離にある交通上の障害物を確認できる光度を有すること。 

(３)発電装置のものは、照射方向が下向きかつ、その主光軸の地面の照射点が前方５ｍを超えないこと。 

▼道路交通法施行規則 第９条の４ 
(1)夜間、後方百メートルの距離から道路運送車両の保安基準に適合する前照燈で照射したときに、 

  その反射光を照射位置から容易に確認できるものであること。 

(2)反射光の色は、橙色又は赤色であること。 

 
後ろも 

ライトをつけると 
より安全だよ。 

 
 



 

【３ 安全な使い方】－38 

 

   自転車運転者講習制度 

 危険なルール違反を繰り返すと、 
 自転車運転者講習を受けなければなりません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

   講習のルール 
 
 
３年間に２回以上危険な違反を繰り返した自転車運
転者（14歳以上）には、「自転車運転者講習」の受
講義務があります。 
警告の対象となる「15の危険行為」は、以下のもの
です。 

Topic⑥ 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 108条の３の４ 
公安委員会は、自転車の運転に関しこの法律もしく
は命令の規定又は、処分に違反する行為であって、
道路交通の危険を生じさせるおそれのあるものとし
て政令で定めるもの（「危険行為」という。）を反復
してした者が、更に自転車を運転することが道路に
おける交通の危険を生じさせるおそれがあると認め
るときは、その者に対し、三月を超えない範囲内で
期間を定めて、当該期間内に行われる自転車運転者
講習を受けるべき旨を命ずることができる 

×受講しないと… 
５万円以下の罰金 

（道路交通法第 120条第 1項第 17号） 

■自転車運転者講習について 
【受講料】 6,000 円 

【講習時間】 ３時間 

【講習日】 ３カ月以内 

【対象年齢】 14 歳以上 

■講習の内容（神奈川県警） 
テキストや視聴覚教材を利用して、自転車のルール等の再確認をします。 

【内容】 ※神奈川県警ホームページより 

・交通ルールに関する小テスト 

・自転車の基本的なルールの再確認 

・ディスカッション（受講者自身の危険な行動を振り返り、 

事故の危険性や安全行動について） 

       …など 

■対象となる 15の危険行為 
①信号無視 

③歩行者用道路における車両の義務違反 

⑤路側帯通行時の歩行者の通行妨害 

⑦交差点安全進行義務違反等 

⑨環状交差点安全進行義務違反等 

⑪歩道通行時の通行方法違反 

⑬酒酔い運転 

⑮妨害運転 

②通行禁止違反 

④通行区分違反 

⑥遮断踏切立入り 

⑧交差点優先車妨害等 

⑩指定場所一時不停止等 

⑫制動装置不良自転車運転 

⑭安全運転義務違反 
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 駐輪のルール 

 自転車の放置はルール違反！短い時間でも、 
 駐輪場などのとめてよい場所にとめましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②視覚に障がいがある人
がぶつかったり… 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
①車いすやベビーカーが 
通れなかったり… 

 

③歩行者の通行の妨げに
なったり… 
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   安全を守るための条例 
 ▼横浜市自転車等の放置防止に関する条例第２条（定義） 
この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、 
それぞれ当該各号に定めるところによる。 
(7)放置：自転車及び原動機付自転車が駐車を認め 
られた場所以外の公共の場所に置かれ、又は自動二 
輪車が、道路若しくは駐車を認められた場所以外の 
公共の場所に置かれ、かつ、当該自転車等の利用者 
等が当該自転車等から離れているため、直ちに当該 
自転車等を移動することができない状態をいう。 

   自転車の正しいとめ方 
 
○ 

×放置すると… 

自転車は、必ず駐輪場などのとめてもよい場所にとめましょう。 
公共の場所（駅前広場、道路、公園等）には、自転車を放置してはいけません。 
放置された自転車は、移動の対象になります。 

 少しくらい 

いいよね？ 

 公園の中は 

いいよね？ 

 自宅前の道路 

はいいよね？ 

 みんな 

とめてるから 

いいよね？ 

■市営自転車駐車場の調べ方 
横浜市営の駐輪場の情報は、ホーム

ページで調べることができます。 
 

▼横浜市道路局 交通安全・自転車政策課 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kura

shi/machizukuri-kankyo/kotsu/bycycl

e/bicycle-parking/search/ 

▼二次元コード 

保管場所に移動されることが 
あります。 

■手数料 
保管場所に、移動された自転車を

引き取る場合、手数料がかかりま

す。 

 ①自転車     1,500 円 

 ②バイク     3,000 円 
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 ルールちゃんと 
まもるくんの 
コラムのページ 

 

放置すると、すぐに移動されるの？ 

「自転車等放置禁止区域」内に放置された自転車は、放置した時間の長さに関わらず、
移動の対象となります。 

移動作業にあたっては事前に周知を行い、移動した場合は移動したことを伝える紙を路
面に貼ります。 

ユ 

チェーンで柵などに固定されているときは、どうなるの？ 

チェーンを切断しなければ移動できない場合は、移動作業の付随行為として、やむをえ
ず切断し、移動しています。 

なお、切断したチェーンの損傷については、補償されません。 

ラ 

①移動作業前にアナウンス ②警告札の貼り付け 

 

③トラック積み込み 

 

移動された自転車は、いつまでに、どこに取りに行けばいいの？ 

保管期間は２か月間で、返還受付の時間は平日と土日で異なります。ご注意ください。 

移動された駅によって、自転車を保管している場所が異なります。ホームページなどで
対象駅から返還を受ける保管場所を調べてください。 

ヨ 

■保管の期間 
 移動された日から「２か月間」 

■駅ごとの指定保管場所 
返還場所は、市内 23 か所に

あります。 

移動された駅ごとに、保管場

所が決まっています。 

■返還受付の時間 
 月～金曜日 午前１１時～午後７時 

 土・日曜日  午後１時～午後５時 
 ※年末年始と祝・祭日は返還受付をしていません。 

■手続きに必要なもの 
 ①手数料（自転車の場合 1,500 円） 

     （バイクの場合 3,000 円） 

 ②自転車・バイクの鍵 

 ③本人を確認できるもの 

 （運転免許証、保険証、学生証など） 

■照会方法 
返還を受ける保管場所に電話で連絡します。 

移動された駅、自転車の色などの特徴を伝

え、保管されているかどうか、確認してくだ

さい。 
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 子どもを自転車に乗せるときのルール 

 ６歳未満の幼児２人まで。 
 専用の座席が付いた自転車に乗せてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   安全を守るための法律 
 

▼神奈川県道路交通法施行細則 第９条 
二輪の自転車にあっては１人、三輪の自転車にあっては乗車装置に応じた 
人員を超えないこと。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。 
(ア)幼児用座席を設け、当該幼児用座席に幼児１人を乗車させ、16 歳以上の者が運転する場合 
(イ)幼児１人をひも等で確実に背負って 16 歳以上の者が運転する場合 
(ウ)幼児用座席を設け、当該幼児用座席に幼児１人を乗車させ、及び幼児１人をひも等で確実に背負って 16 歳以上の 
  者が運転する場合 
(エ)幼児二人同乗用自転車の幼児用座席に幼児２人を乗車させ、16 歳以上の者が運転する場合 

運転者は 16歳以上、幼児は６歳未満など、 
様々な条件が付きます。 

 
落ちないように 
ベルトをしっかり 

つけましょう。また、 
子どもにヘルメットを 
かぶせましょう。 

 

×違反をすると… 

①乗車制限を超
えるとバラン
スがくずれて
危険！ 

②専用座席のない荷台 
に子どもを乗せると、 
落下して危険！ 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 

▼道路交通法 第 57条 第２項 
公安委員会は、道路における危険を防止し、その他
交通の安全を図るため必要があると認めるときは、
軽車両の乗車人員又は積載重量等の制限について定
めることができる。 

２万円以下の 
罰金又は科料 

 （道路交通法第 121条第 1項第 7号、 
道路交通法第 123条） 

 
子どもを 
守るための 
大切なルール 
です。 
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子どもを安全に乗せたり、降ろしたりするには？ 

幼児用の座席に子どもを乗せるとき、降ろすときに自転車が転倒すると、大きな怪
我につながってしまいます。しっかりと安全を確保し、安定した平らな場所で乗り
降りさせてください。 

ル 

 
ベルトを 
しっかり 

つけましょう。 
 

幼児を乗せるときの体重や身長の目安は？ 

安全のために、「自転車用幼児座席のＳＧ基準（チャイルドシートの安全性の基準）」を
目安にしましょう。 

 
 体重 身長 年齢 

前乗せ 8kg～15kg  70cm～100cm  1歳以上 4歳未満 

後ろ乗せ 8kg～22kg  70cm～115cm  1歳以上 6歳未満 

 

レ 

幼児２人を乗せることができる自転車の選び方は？ 

幼児を前と後ろに乗せることができるのは、しっか
りと子ども２人を支えるための安全基準を満たした
「幼児２人同乗用自転車」に限られています。 

「幼児２人同乗基準適合車」には、BAAマークと幼
児２人同乗基準適合車マークが貼られています。 

 

リ 

安全･環境基準適合車に 
貼られる BAAマーク 

 

幼児２人同乗基準適合車 
に貼られるマーク 
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p16     参照 Topic② 

チャイルドトレーラーは、どこを通ればいいの？ 

子どもを乗せたトレーラーをひいて走る、
いわゆる「チャイルドトレーラー」は、法
的には、自転車によるけん引になり、普通
自転車ではなくなります。 

そのため、普通自転車の歩道通行が認めら
れる場所でも、車道以外は通行できません。 

ワ 

チャイルドシートは、どんな自転車でもつけられるの？ 

後ろ乗せのチャイルドシートをつけるため
には、自転車のフレームの強度が「クラス
25（最大積載量 25kg）」以上でなければい
けません。 

前乗せのチャイルドシートは、ハンドルの
形状によっては物理的につけられない場合
がありますが、フレームの強度の条件はあ
りません。 

ロ 
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 ヘルメットを子どもに着用させる義務 

 子どもの自転車死亡事故の主な損傷は頭部です。 
 保護者には、子どもを守る責任があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①チャイルドシート
に乗せたとき、 
自転車ごと倒れて 
しまったら、頭を
打って危険！ 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   安全を守るための法律 
 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 

13歳未満の子どもの保護者は、子どもにヘルメットを着用させましょう。 
保護者は、子どもの安全のために、ヘルメットを着用させる義務があります。 
自分で運転する場合、一緒に乗る場合、どちらも同じです。 

▼道路交通法 第 63条の 11  
児童又は幼児を保護する責任のある者は、児童又は
幼児を自転車に乗車させるときは、当該児童又は幼
児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなけれ
ばならない。 
 

×違反をすると… 
※罰則規定なし 

■自転車死亡事故の損傷部位＝頭部が６割 
平成 28 年中の自転車乗用中の死亡事故のうち、子

どもも大人も含めて、死者の６割は頭部の損傷によ

るものとされています。 

頭部を守るヘルメットを、正しく着用することで、

着用していなかった場合の 1/4 に死者の割合が減

ったとの調査結果もあります。 

②子どもが転んで頭を打って 
大けがをしたら大怪我に！ 

 

 ヘルメットで 
子供を事故から 
守りましょう！ 

▼平成２８年の死亡事故の損傷主部位の割合 

出典： 

警察庁「平成２８ 

年中の交通事故 

の発生状況」、 

平成２９年３月 

 
あごひも、 
ベルトも 

しっかりしめ 
ましょう。 

 肘当て、 
膝当て、手袋も 
オススメ 
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 荷物の積載についてのルール 

 荷物の大きさ、重さには制限があります。 
 制限を超えると、接触やふらつきによる事故につながります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２万円以下の 
罰金又は科料 

 （道路交通法第 121条第 1項第 7号、 
道路交通法第 123条） 

①荷物が大きす
ぎると周りの
クルマに接触
して危険！ 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 
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   自転車の正しい使い方 
 
○ 
幅、長さ、高さ、重さの基準を守って、積載してください。 

②荷物が重すぎる 
とバランスを 
崩して危険！ 

 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 57条 第２項 
公安委員会は、道路における危険を防止し、その他
交通の安全を図るため必要があると認めるときは、
軽車両の乗車人員又は積載重量等の制限について定
めることができる。 

▼神奈川県道路交通法施行細則 第９条（該当項目を抜粋） 
(2)積載物の重量 30kgを超えないこと。ただし自転車がリヤカーを 
  けん引する場合は、リヤカーに 120kgまで積載することができる。 
(3)積載物の大きさ 次に掲げる長さ、幅又は高さを超えないこと。 
  ア 長さ 乗車装置又は積載装置の長さに 0.3ｍを加えたもの 

  イ 幅  乗車装置又は積載装置の幅に 0.3mを加えたもの（自転車の場合） 

  ウ 高さ ２mから当該軽車両の積載をする場所の高さを減じたもの 

(4)積載の方法 次に掲げる制限を超えるような方法で積載しないこと。 
  ア 乗車装置又は積載装置の前後から 0.3ｍを超えてはみ出さないこと 

  イ 幅  乗車装置又は積載装置の左右から 0.15ｍを超えてはみ出さないこと（自転車の場合） 

×違反をすると… 

■荷物の幅 

荷台の幅に対して、

両側からはみ出した

幅の合計が 30cm

以内であること。 

■荷物の高さ 

荷台の高さを含めて

２ｍまでです。 

■荷物の長さ 

荷台の長さに対して 

はみ出した長さが 

30cm 以内である

こと。 

■荷物の重さ 

積載できる重量は

30kg までです。 

 周りのためにも 
自分のためにも 
ルールを 

守りましょう。 
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リヤカーや、荷台付き自転車は、どこを走るの？ 

荷物を運ぶためのリヤカーをつけた場合、法的には、自転車によるけん引になり、普
通自転車ではなくなります。 

また、ヨーロッパなどでは前や後ろが大きな荷台となっている自転車がありますが、
幅や長さの関係から、これも普通自転車ではなくなります。 

そのため、普通自転車の歩道通行が認められる場所でも、車道以外は通行できません。 

 けん引の場合、 
リヤカーに 

約 120kgの荷物を 
積載できます。 

ヲ 

p16     参照 Topic② 

ペダルのない子ども用のキックバイクは、自転車なの？ 

キックバイクは道路交通法上、自
転車ではなく「遊具」に該当しま
す。 

道路交通法で遊具は、交通の頻繁
な道路での使用は禁止されてい
ます。そのため、ヘルメットをつ
けさせたうえで、安全な場所で遊
ばせることをお勧めします。 

また、キックバイクでの事故も発
生しているので、しっかり子ども
を見守るようにしましょう。 

ン 
■自転車の定義 

・ペダル又はハンド・クランクを用い、かつ、人の力に

より運転する二輪以上の車 

・ただし、身体障害者用の車いす、歩行補助車等及び小

児用の車以外のもの 

 キックバイクの 
事故もおきているよ。 
ヘルメットをつけて、 
安全に楽しんで。 
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 自転車整備のルール 

 ブレーキが効かないと、自分も周りも危険です。 
 点検・整備をし、必要なときは自転車店で修理をしましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4-5 

重大な事故につながるおそれが
あります。 

 

   ルールを守らないと… 
 

× 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 63条の９ 第１項 
自転車の運転者は、内閣府令で定める基準に適合する制動
装置（ブレーキ）を備えていないため交通の危険を生じさ
せるおそれがある自転車を運転してはならない。 

▼道路交通法 第 63条の９ 第２項 
自転車の運転者は、夜間、内閣府令で定める基準に適合す
る反射器材を備えていない自転車（尾灯をつけていた場合
を除く）を運転してはならない。 

▼道路交通法 第 63条の 10 第 1項 
警察官は、内閣府令で定める基準に適合する制動装置を備
えていないため交通の危険を生じさせるおそれがある自転
車と認められるときは、自転車を停止させ、制動装置の検
査をすることができる。 

▼神奈川県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例 
 第 14条第 1項・第 2項 
自転車利用者、及び事業活動において自転車を利用する事
業者は、その利用する自転車について、必要な点検及び整
備を行うよう努めなければならない。 
自転車貸付業者は、その貸付の用に供する自転車について、
必要な点検及び整備を行わなければならない。 

×違反をすると… 
５万円以下の罰金 
（道路交通法第 120条第１項 
第８号の２及び第２項） 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 52条第 1項の適用。 
道路交通法第 120条第１項第５号） 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 120条第 1項 

第 8号の３） 

※罰則規定なし 
 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
整備不良の自転車に乗ることは禁止されています。 
自分でも簡単な点検はできるため、お出かけ前にしっかり点検を。 

 壊れたときは 
自転車店で 
しっかり修理 
してもらおう。 

 
後ろも 

ライトをつけると 
より安全だよ。 

 
 

 
しっかりと 
点検してから 
乗るように 
しましょう。 
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 事故時のルール 

 事故の被害の大きさに関わらず、 
 加害者でも、被害者でも、まずは警察に連絡。 
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   事故時の正しい対応 
 
○ 
事故に遭ったときは、以下の手順で対応します。 
警察への連絡は、道路交通法に規定されている行為ですから、必ず連絡すること。 

   ルールを守らないと… 
 

× 

   安全を守るための法律 
 ▼道路交通法 第 72条 第１項 
交通事故があったときは、車両等の運転者等は、直
ちに運転を停止して、負傷者を救護し、道路におけ
る危険を防止する等必要な措置を講じなければなら
ない。 

 

この場合、車両等の運転者は、警察官が現場にいる
ときは当該警察官に、警察官が現場にいないときは
直ちに最寄りの警察署の警察官に、交通事故が発生
した日時及び場所、死傷者の数及び負傷者の負傷の
程度、損壊した物及びその損壊の程度、車両等の積
載物並びに当該交通事故について講じた措置を報告
しなければならない。 

 
 

け
が
人
の
救
護 

１ 

 
 

周
り
の
安
全
の
確
保 

２ 

 
 

警
察
へ
の
連
絡 

３ 

■連絡する項目 
 

①発生した日時 

②発生した場所 

③死傷者の数 

④負傷者の負傷の程度 

⑤損壊した物及び程度 

⑥車両の積載物 

⑦講じた措置 

 
 

連
絡
先
の
確
認 

４ 

 
 

保
険
会
社
に
連
絡 
５ 

歩行者に 

ケガさせちゃった… 

自転車保険なんか 

入ってないよ… 

こんなことに 
なるまえに… 

事故にあったときは、しっかり対応しておかない 
と、あとで困ることになるかもしれません。 

 

(後段) ３月以下の懲役 
又は 

５万円以下の罰金 
（道路交通法第 119条第１項第 10号） 

 どんな 
軽微な事故でも 
必ず通報！ 

4-7 

×違反をすると… 
１年以下の懲役 

又は 
10万円以下の罰金 
（道路交通法第 117条の５第１号） 

(前段) 
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 自転車損害賠償責任保険等に加入する義務 

 令和元年 10月１日から神奈川県で自転車保険の 
 加入が義務化されました。自転車保険に加入しましょう！ 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

4-7 

自転車事故による高額な損害賠償が命じられた事例もあります。 

   ルールを守らないと… 
 

× 

   安全を守るための条例 
 ▼神奈川県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例 
 第 16条第 1項から第 4項 
【自転車利用者】は、その利用に係る自転車損害賠償責任保険等
に加入しなければならない。 

【保護者】は、その監護する未成年者の自転車の利用に係る自転
車損害賠償責任保険等に加入しなければならない。 

【事業者】は、その事業活動の用に供する自転車の利用に係る自
転車損害賠償責任保険等に加入しなければならない。 

【自転車貸付業者】は、その貸付けの用に供する自転車の利用に
係る自転車損害賠償責任保険等に加入しなければならない。 

 保険の加入は 
自転車利用者の 
義務。万が一に 
備えましょう。 

   自転車の正しい使い方 
 
○ 
自転車利用者等は、自転車損害賠償責任保険等に加入しなければなりません。 

 
ながら運転 

などでも高額の 
賠償命令の事故 
事例も。 

■自転車保険について 

自転車保険は色々な種類があります。自分や家族

の自転車の使い方に合わせて、ご加入ください。 

×違反をすると… 

 保護者に損害 
賠償が命じられた 

事例も… 
 

保護者は自転車を利用する子どもが補償
の対象となる保険に加入しなければなり
ません。 

※罰則規定なし 
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  コミュニティサイクル 

 コミュニティサイクルは、自転車をみんなで共有する 
 都市部の新しい交通手段です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■都心部コミュニティサイクル事業「ベイバイク」ポートマップ 

横浜市では、横浜都心部コミュニティサイクル事業「baybike（ベイバイク）」を実施し
ています。ベイバイクは、平成 31年 1月現在、みなとみらい地区、関内地区を中心と
した横浜都心部で、 
73か所のポート、 
約 770台の電動ア 
シスト付自転車を配 
置し運営しています。 

Topic⑦ 

   コミュニティサイクルとは？ 
 
 
都市部の新しい交通手段として、自転車を安価な料金で提供するものです。 
一定のエリアで複数の貸出・返却拠点（ポート）を設置し、どのポートでも貸出し、返
却が可能なシステムによって、自転車をみんなで共有する交通手段です。 
 ■従来型の「レンタサイクル」 ■新しい「コミュニティサイクル」 

   横浜都心部コミュニティサイクル事業「baybike（ベイバイク）」 
 
 

■登録方法や詳細は 
 コチラから!! 

▼ホームページ 
http://docomo-cycle.jp/yokohama/ 
 

※運営事業者㈱ドコモ バイクシェアの 
 ホームページ 

▼二次元コード 

▼検索サイトから 
横浜市 コミュニティサイクル

ベイバイク 検索 
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基本法令 編 

ここからは、 
もっと詳しく自転車のルールを
学びたい人に読んでほしい 
ページです。 
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１ 「自転車」とは何か？ 
 ここでは、自転車を使った移動や駐輪など、様々なルールを理解するための基本的な情報として、

「自転車とはなにか？」「関係する決まりにはなにがあるのか？」「交通ルールをなぜ守らないと

いけないのか？」などを、整理しています。 

①法律上の自転車の位置付け 

 道路交通法の中では、自転車は【車両】の１つの種

類 として取り扱われています。 

 自転車は、道路を使う交通ルールを定める「道路交

通法」の中では、【車両】の中の【軽車両】と位置

付けられており、「ペダル等を使って、人力で運転

する二輪以上の車」と定義されます。 

 道路交通法では、車両は「車道」の通行を明確に位

置付けており、車両である自転車も、車道を通行

することが原則 となります。 

 なお、自転車は、押して歩くときには「歩行者とみ

なされる」ため、歩道を通行することも認められて

います。（ただし、側車付きのものや他の車両をけ

ん引している場合は除きます。） 

 混雑している場所や、車道も歩道も通行し難い場

合などには、「押して歩く」など、歩行者の通行を

妨げないようにしなければなりません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■軽車両の定義（道路交通法より抜粋） 

自転車、荷車その他人若しくは動物の力によ

り、又は他の車両に牽引され、かつ、レール

によらないで運転する車であって、身体障害

者用の車いす、歩行補助車等及び小児用の車

以外のものをいう。 

■自転車の定義（道路交通法より抜粋） 

ペダル又はハンド・クランクを用い、かつ、

人の力により運転する二輪以上の車であっ

て、身体障害者用の車いす、歩行補助車等及

び小児用の車以外のものをいう。 

Column ハンド・クランクの自転車 
・手でペダル代わりのクランク

を回して走る自転車。 

・ハンドル操作も駆動も、手で

行うことができ、足の不自由
な人でも乗ることができる。 

■道路交通法での【車両】と【歩行者】の区分 

準中型自動車 
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②自転車の区分 

 道路交通法では、古くから「自転車は車道」の通行

が義務付けられてきましたが、自転車とクルマと

の事故の増加を受けて、1978 年の道路交通法の

改正の中で、歩道通行を条件付きで認める「普通自

転車」が規定されました。 

 普通自転車の条件は、道路交通法で規定されてい

ますが、現在普及している、いわゆるママチャリ

やクロスバイク、電動アシスト自転車などであっ

ても、定められた大きさや構造などの基準に適合

しなければ、「普通自転車」に該当しません。 

 タンデム自転車やリヤカー付の自転車など、普通

自転車でない自転車（ここでは、それ以外の自転車

とします）もあります。 

 普通自転車とそれ以外の自転車では、歩道の通行

の可否 や、自転車道通行の可否 など、通行の方法

が変わってきます。 

 さらに、一輪車やキックスケーターなど、自転車

との扱いを間違えやすい乗り物もあります。 

■自転車の定義（再掲） 

ペダル又はハンド・クランクを用い、かつ、

人の力により運転する二輪以上の車であっ

て、身体障害者用の車いす、歩行補助車等及

び小児用の車以外のものをいう。 

※「自転車」の中で、以下の条件のものを 

  「普通自転車」と呼びます。 

■普通自転車の基準（道路交通法施行規則より抜粋） 

車両の大きさ、構造が次の基準を満たす二輪

又は三輪の自転車で、他の車両をけん引して

いないもの 

【車体の大きさ】 

 次の長さ及び幅を超えないこと。 

  長さ 190cm／幅 60cm 

【車体の構造】 

 ・側車を付けていない（補助輪を除く） 

 ・運転者席以外の乗車装置を備えていない 

  （幼児用座席を除く） 

 ・ブレーキが走行中簡単に操作できる位置 

  にある 

 ・歩行者に危害を及ぼすおそれがある鋭利 

  な突出部がないこと。 

■普通自転車と、それ以外の自転車の判別 

「普通自転車」に該当します。 
 

 長さ１９０cm、幅６０ｃｍを超えないこと 

 車体の構造が基準にあっていること 

「歩行者」扱いとなります。 
※道路で使用すると違反となるおそれのあるもの 

 

キック 

スケーター 

車いす シニアカー 

三輪自転車 

 

軽快車（ママチャリ等） 

 

幼児同乗自転車 

 

スポーツバイク（クロス等） 

 

電動アシスト自転車 

 

ハンド・クランク自転車 

 
※海外のスポーツバイクなど、長さや幅が規定を超えるため、 

 普通自転車に該当しない自転車もあります。 

「普通自転車」に 

 該当しません。 

 

タンデム自転車 

 

リヤカー付自転車 

チャイルドトレーラー 

「自転車」ではありません。 

一輪車 

キックバイク 

Column キックバイクとは 
・子ども用のペダルのない自転車で、

サドルにまたがって、地面を蹴って

乗る自転車です。 

・遊びながら自転車に乗る練習等で、

道路で乗る子どもが増えています。 

・小さな子どもは事故危険性の認識が

なく、かつクルマやバイク等から視

認しづらいため、保護者の管理が重

要です。 

（一般的な例） 
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③自転車の通行場所 

 道路は大きく「車道」と「歩道」に分けて整備されてお

り、車両である自転車は「車道」通行が原則です。車道

では “クルマやバイクは自転車を”、歩道では “自転

車は歩行者を”、保護しなければならないということ

が基本的な心構えとなっています。 

 そのため、「普通自転車」の歩道通行が認められる場合

でも、歩行者の通行を妨げないように、歩道を徐行（す

ぐに止まることのできる速度で通行）することが定めら

れています。 

 ただ実際には、駐車車両があったり、他車から見落と

されていることなども多く、自転車が車道を安全に通

行できず に歩道を走行したものの、歩道では 徐行進行

しない ため、歩行者が立ち止まったり、自転車を避け

なければならないといったケースも見受けられます。 

 この背景には、各時代での交通事故の実状や、自転車

の法的取扱の変遷の中で、緊急避難措置的に行われた

自転車の歩道通行 が、当たり前のこととして浸透して

しまったことも一因と考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■徐行の定義（道路交通法より） 

車両等が直ちに停止することができるよ

うな速度で進行することをいう。 

■速度のめやす（道路交通法解説より） 

・自転車の徐行は、歩行者の歩速毎時４

km/h から考えて、毎時６～８km/h。 

■今の道路での「怖い」思いの悪循環 

■自転車の「歩道通行」が浸透してきた経緯 

■平成２０年の道路交通法の改正 

・平成 20 年の「普通自転車の歩道通行可能要件の明確

化」まで、約 40 年近く法的な取扱いは変わらず、歩

道通行が当然のことと認識されていました。 

・しかし、平成 23 年の警察庁の通達により、車道を通

行する自転車の安全と歩道を通行する歩行者の安全

の双方を確保するため、自転車は「車両」であるとい

うことが、徹底されるようになりました。 

・車道通行のルールの周知だけでなく、自転車通行空間

の整備を積極的に推進する取組が進められています。 

■昭和４５年 道路交通法の改正 

・自転車の交通事故の多発を受けて、「歩道通行可」の

標識がある歩道に限り、一部、歩道の通行が認められ

るようになりました。 

・当時は、自転車の通行環境が整うまでの「緊急避難措

置」としていましたが、結果的に、今なおつづく「自

転車の歩道通行」のきっかけとなりました。 

■昭和４５年以前 

・道路交通法は、制定当時から「自転車は車両」であり、

「車道を通行」する決まりでした。 

・自転車が、歩道を通行することはできませんでした。 
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２ 自転車の「通行」に関する決まり 

①自転車の「はしる」を定める法制度 

ア 道路に関する様々な法律 

 道路で自転車を利用するときに関係する法律は、道路を定義する「道路法」や、道路の通行方法等

を定めた「道路交通法」、道路の幅や構造など“つくり方”の基準等を定めた「道路構造令」など

があります。 

 このうち、信号を守ること、車道の左側を通行することなど、皆さんが自転車を利用するときに

守るべき【交通ルール】などについては、基本的に「道路交通法」で明確に定められています。 

 また、道路交通法では、例えば歩道を通行できる区間や、一時停止する場所などを、道路標識や

道路標示等を使って規制しており、この標識や標示の意味や設置方法、案内板の大きさ、線の幅、

色などは、「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令」（以後、標識標示令）で定められてい

ます。 

 そのため、自転車に乗るときには、標識標示令で定められた道路標識や道路標示を見ながら、「道

路交通法」に従って通行することが、基本となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■道路標識、区画線及び道路標示 

  に関する命令 

【制定】 昭和 35 年 12 月 17 日制定 

【内容】 道路法や道路交通法の効力を発揮させる 

 ときの道路標識・標示等を定めた法律。 

■道路法 

【制定】 昭和 27 年 6 月 10 日制定  

【内容】 高速道路や国道などの道路の種類や、車道や歩道等の定義、管理方法や費用負担など、道路網の 

 整備に関するあらゆる取り決めを定めた法律。 

■道路構造令 

【制定】 昭和 45 年 10 月 29 日制定 

【内容】 道路を整備するときの、車道や歩道の区 

 分や必要な幅、構造などの基準等を定めた 

 政令。 

■道路交通法 

【制定】 昭和 35 年 6 月 25 日制定  

【内容】 道路で発生するあらゆる危険を防止し、また、安全で円滑な交通環境をつくり、 

 維持するために定められた法律。 

【自転車の通行方法に関する主な法令】 

①自転車は車両であること 

②車道の左端を通行すること 

③歩道の通行は、限定的に認めていること 

④「自転車専用通行帯」の規制のこと 

⑤交通ルール違反者への罰則のこと  …など 

■歩道通行の特例 

 ・普通自転車歩道通行可の規制が 

  ある道路 

 ・13 歳未満の子ども、70 歳以 

  上の高齢者等 

 ・安全上、やむを得ない場合 
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イ 【道路交通法】で定められていること 

 道路交通法は、自転車に限らず、道路を通行する全ての人に対して、信号機や標識に従う義務、

歩行者や車両の通行区分、交差点の通行区分などを、明確に定めた法律です。 

 自転車については、この法律の中で 「自転車の交通方法の特例」の項目が別途設けられ、他の車

両や歩行者とは、一部異なる取扱がされている特徴があります。 

 なお、道路交通法では、法令を守らなかった場合の罰則についても明確に規定されており、クル

マやバイクだけでなく、歩行者や自転車などにもこの罰則は適用される ことになります。 

■道路交通法に定める主な「自転車の交通方法の特例」（第１３節） 

 普通自転車は、自転車道が設けられている道路では、自転

車道を通行しなければいけません。 

 

 

自転車道の通行区分（第 63 条の３） 

 普通自転車は、次の場合、歩道を通行することができます。 

①道路標識などで普通自転車の通行が認められるとき 

②運転者が、13 歳未満、70 歳以上及び身体障害者福祉法

別表に掲げられる障害を有している場合 

③車道又は交通の状況に照らして、普通自転車の通行の安 

 全を確保するため、やむを得ないとき 

 

 

普通自転車の歩道通行（第 63 条の 4） 

 自転車は、自転車横断帯があるときは、自転車横断帯を通

行しなければなりません。 

 

 

交差点における自転車の通行方法（第 63 条の 7） 

■道路交通法で定められていること（抜粋） 

 歩道等と車道の区別がない道路は、道路の右側端に寄って

通行しなければいけません。（危険な場合等は例外） 

 歩行者は、歩道等と車道の区別のある道路は、歩道等を通

行しなければいけません。(車道を横断するとき等は例外) 

 

 

歩行者の通行区分（第１０条） 

 車両は、歩道等と車道の区別のある道路は、車道を通行し

なければいけません。（横断のための歩道等の通行は除く） 

 自転車以外の車両は、自転車道を通行してはいけません。 

車両は、道路の中央から左の部分を通行しなければいけません。 

車両の通行方法（第１７条、自転車も含む） 

 道路を通行する歩行者又は車両等は、信号機や警察官等の

手信号などに、従わなければいけません。 

 

 

信号機の信号等に従う義務（第７条） 

 歩行者又は車両等は、道路標識等により通行を禁止されて

いる道路等を、原則通行することはできません。 

 

 

通行の禁止等（第８条） 

 軽車両は、著しく歩行者の通行を妨げる場合を除き、道路

の左側に設置された路側帯を通行することができます。 

 

 

軽車両の路側帯通行（第１７条の２） 

 自動車及び原付は道路の左側、軽車両は左側端に寄って通

行しなければいけません。 

 

 

左側寄り通行など（第１８条） 
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ウ 【道路標識、区画線及び道路標示に関する命令】で定められていること 

 「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令」では、

道路交通法で定めている、車両の通行禁止、一方通行

など、「どのような規制」が、「どの場所」にかかって

いるのかを示す、「道路標識」や「道路標示」を定めて

います。 

 例えば、右に示す自転車専用通行帯の場合、道路左側

端の白線と文字が「道路標示」、通行空間に隣接して設

置される標識が「道路標識」となり、自転車通行のため

の専用の場所がどこか、を示しています。 

 「自転車」は車両であるため、下の図に示すような道路

標識や道路標示等を、クルマやバイクと同じように守

らなければ いけません。ただし、「自転車を除く」など

と記載のある場合は除きます。 

■道路標示（抜粋） 

■自転車専用通行帯 

（白線と文字） 

 車道の左側端に設けられ

る自転車の通行ための通

行帯の指定 

 
 
■普通自転車の交差点進入禁止 

 普通自転車が交差点に入

ることを禁止するための

指定 

 
 

■自転車横断帯 

 自転車が道路を横断する

ための標示。自転車乗車

中はここを通行して横断

する義務がある。 

 
 
■停止線（自転車） 

 自転車専用通行帯に敷設

された停止線。自転車が

停止する場所を示す。 

 
 

Column 「道路標識」と「路面標示」 

道路標識 

道路標示 

（白線＋文字） 
※青い着色部分 

  は道路標示で 

  はありません。 

■道路標識（抜粋） 

徐行 
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Column 【道路標識】の４つの種類 

 ●道路標識には、大きく【案内標識】、【警戒標識】、【規制標識】、【指示標識】があることを、ご存知でしたか？  

●中でも、車両や歩行者に対して、通行の禁止、制限、指定の規制を行う【規制標識】や、交通に関して必要

な地点で指示を行う【指示標識】については、自転車を含めて道路を利用する全ての人が理解しておくこと

が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

●なお、規制標識や指示標識には、標識そのものを示す 

「本標識」に、本標識の意味、内容を補うため、日時、 

区間、車両の種類などを示した「補助標識」が付いて 

いるものがあります。 

●自転車の場合、「補助標識」により、本標識での規制の 

対象外となる場合があります。 

本標識 

補助標識 

出典：国土交通省「道路標識の基礎知識」ホームページより引用（http://www.mlit.go.jp/road/sign/sign/douro/road-sign.htm） 

Column 【法定外の路面表示、案内看板など】 

 ●「道路標識」や「道路標示」は、「道路標識、区

画線及び道路標示に関する命令」で、記号や文

字の形、描き方など様式が定められ、公安委員

会と道路管理者によって設置するものとされて

います。 

●上記命令に定められたもの以外の看板や表示等

は、「法定外の表示」となり、法的な効力はあり

ません。 

●自転車に関するものでは、例えば「矢羽根」の

表示をすることで、自転車が「車道で通行する

場所」を、自転車利用者やクルマやバイクの運

転者に伝えるなど、法的な効力とは別に、有効

に活用する動きが全国的に広がっています。 

▼自転車の「法定外の表示」 の例 

自転車が通行してほし

い「場所」と「進行方向」

を、青色の矢印で示した

表示です。 

この上を通らなければ

ならない義務はありま

せんが、クルマやバイク

も自転車が通ることを

意識しやすく、安全にな

ると考えられています。 

■自転車ナビライン 

国土交通省 関東地方整備局では、この矢羽根型の

法定外の路面表示を「自転車ナビライン」と呼んで

います。本書でも、以後同じ呼び名を使います。 

なお、道路管理者が新たに設置しようとする場合、

公安委員会と調整を図ることが必要となります。 
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②自転車が通行する道路の種類と通り方 
 

【この項目を読む前に】 道路構造の予備知識 

 一般的によく見かける歩道のある道路を大きく分けると、クルマやバイク、自転車を含めた軽車

両など、車両が通行する 「車道」と、歩行者が通行する 「歩道」があり、その間には、排水など

道路の機能を守るため、いわゆる「路肩」が造られています。この路肩は、整備される位置が「車

道の左側端」に造られるため、「自転車は路肩を走らないといけない」と勘違いするケースが見ら

れます。 

 しかし 道路交通法では、そもそも「路肩」の用語はなく、通行を規定するルールもありません。

また「路肩」を定義している道路構造令では、道路の機能を守るための部分としており、人や車両

が通行する部分とは考えられていません。（基礎法令編p26 参考③ 道路構造令を参照） 

 なお、道路の安全確保のため、車道と歩道の間に、車両と歩行者が近づきすぎないように注意を

喚起する区画線「車道外側線」を引くことがあります。この「車道外側線」は、歩道がない道路の

場合は、歩行者と車両の通行場所を分ける「路側帯 ※」の意味を持つようになります。 

※路側帯：道路交通法では「歩行者の通行のためのスペースを確保したり、車道の効用を保つために、歩道のない道路や、

歩道のない側の路端寄りに、道路標示（白線）によって区画された部分をいう。」と定義されています。 

 
 
 

■道路の基本的な構造 

【車道】＝車両が“通行する”ための場所 

・クルマやバイク、軽車両など車両が通行するため 

 の場所。自転車も原則、車道の左側を走る。 

【路肩】＝道路の機能を守るための部分＝通行のための場所ではありません。 

・道路にたまった水を流したり、構造的に弱い道路の端を守ったり、道路の機能を保つための部分。 

・車道ではないため、自転車がはしる場所ではありません。 

【歩道】＝歩行者が“通行する”ための場所 

・歩行者が安全に通行するための場所。 

・自転車は原則、通行できない。 

Column 「車道外側線」と路肩の関係 

排水溝等 

車道外側線：車道の“外側”を示すための白線 

路肩：自転車は通行できるが、通行義務はない 

Column 歩道のない道路での「路側帯」 

排水溝等 

路側帯：白線で区切り、歩行者の通路を示す 

※白線の引き方で、自転車の通行方法が異なります。 

  詳しくは、基本法令編 p12 を参照。 
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ア 自転車の通行する場所が車道に示された道路では 
                （歩道にある場合は基礎法令編 p13 へ） 

 車道の左側を、自転車が通行する場所として、白線や、縁石などの構造物で区切られていたり、

水色の路面表示などがある、「自転車の通行する場所が示された道路」については、車道と歩道と

の物理的な区分の方法や、通行規制のかけ方（標識など）の組合せによって、大きく３つの種類に

分けられています。 

 １つは、車道とも、歩道とも、柵や縁石などで

物理的に区分し、標識などによって通行規制も

かける【Ａ：自転車道】、２つめは、物理的な

区分はせず、標識などによって通行規制をかけ

る【Ｂ：自転車専用通行帯】、３つめは、物理

的な区分も、通行規制もかけない、法定外表示

による【Ｃ：自転車ナビライン】になります。 

 それぞれの種類によって、自転車の通行のしか

たが変わることから、その違いや、見分け方を

知っておくことが大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車レーンの種類の見分け方 

 通行規制（自転車専用） 

標識あり 標識なし 

道
路
の
構
造 

柵などで 

物理的に 

分離 

【Ａ】 

自転車道 ※存在しま 

  せん 

分離なし 

【Ｂ】 

自転車専用 

通行帯 

【Ｃ】 

自転車 

ナビライン 

 

■道路の構造 

柵や縁石などで、車道、歩道と物理的に区画された車道の部分 
 

■標識・標示等 

物理的に歩行者、クルマ、バイクが進入できない 

道路部分を“自転車の通行”のための部分である 

ことを示す【自転車専用】の標識がつけられます。 

 
 

自転車道 Ａ 

■通行のしかた 

自転車は、自転車の通行のためにつくられた自転車道

があるときは、その「自転車道」を通行しなければな

りません。 

歩道を通行することも、車道を通行することも、基本

的にはできません。 

※普通自転車でない二輪又は三輪の自転車（側車付きのも

の、他の車両をけん引しているものを除く）は、車道又

は自転車道を通行することができます。その他の車両は、

自転車道を通行できません。 

 

 
 

歩道：× 自転車道：○ 

 
車道：× 

■見分け方 

車道とも、歩道とも、柵や縁石、植栽などで物理的に分離されているかどうか。 

自転車道の上や横に、【自転車専用】の丸い標識が付いているかどうか。 

 

 
 

凡例：通行区分の表記について 

○：自転車が通行することを推奨しています。 

△：通行が認められている道路では通行することができますが、推奨していません。 

×：自転車が通行することはできません。 
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自転車専用通行帯 

■道路の構造 

柵や縁石などによる分離をせず、白線や水色のラインなどで、 

通行が指定された車道の一部。 
 

■標識・標示等 

見た目で分けられる部分が、自転車の通行専用の 

場所であることを示す【普通自転車専用通行帯】 

の標識及び標示によって規制されます。 

 
 

Ｂ 

■通行のしかた 

普通自転車は、標識に従って【自転車専用通行帯】を

通行しなければなりません。クルマやバイクと同じ左

側通行で進みます。 

歩道の通行が認められている道路の場合は、歩道を通

行することができます。 

 

 
 

歩道：△ 自転車専用通行帯：○ 

 
■見分け方 

車道の左端に、白線や水色ラインなどで、通行帯が指定されているかどうか。 

自転車道の上や横に、【普通自転車専用通行帯】の標識が付いているかどうか。 

 

 
 
自転車ナビラインのある道路 

■道路の構造 

自転車の通行する道路の左側端に、自転車ナビライン（法定外の

路面表示）等が設置された車道の一部。 
 

■標識・標示等 

道路交通法に準拠した、通行規制に関する標識はつきません。 

通行場所を示す自転車マークなど、「法定外の案内看板」や「法

定外の路面表示」がつくことがあります。 

Ｃ 

■通行のしかた 

法律上は、通行する義務はありませんが、一般に車道

の左端に整備されるため、「車道の左端」のルールを

守れば、必然的に通行することになります。 

歩道の通行が認められている道路の場合は、歩道を通

行することができます。 

 
 

歩道：△ 

■見分け方 

車道の左端に、青い矢印や自転車のマーク等の法定外の路面表示があるか。 

マーク等の法定外の路面表示はあるが、白線は引いていないかどうか。 

 

 
 

自転車ナビライン：○ 
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イ 自転車の通行する場所が示されていない道路では 

 車道に自転車の通行する場所が示されていない道路では、道路交通法の「自転車は車両」の原則に

従って、車道の左端を通行することが基本となります。今の横浜市の道路の多くがこのような構

造です。 

 ただし、歩道に【普通自転車通行可】の歩道がある場合（Ｄ）と、ない場合（Ｅ）では、歩道の通

行の条件が異なります。 

 また、歩道がない道路の場合は、路側帯のある場合（Ｆ）、ない場合（Ｇ）があり、ある場合は路

側帯の種類によって、通行の条件が異なります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■道路の構造 

車道と歩道が物理的に区分されている道路での歩道。 
 

■標識・標示等 

歩道に特例的に自転車通行を認めるための通行規制 

【普通自転車通行可】の標識や標示が設置されています。 

 
 

歩道のある道路（普通自転車通行可の標識又は標示がある場合） 

 
Ｄ 

■通行のしかた 

自転車は、車道の左端の通行が原則です 

歩道の車道寄りの部分を徐行して通行することがで

きますが、歩行者の安全に配慮し、歩行者の通行を妨

げることとなる場合は、降車し押し歩きや一時停止し

なければなりません。 

※徐行＝すぐに停止できる速度 

 
 

歩道：△ 車道：○ 

■道路の構造 

車道と歩道が物理的に区分されている道路での歩道 
 

■標識・標示等 

自転車の通行に係る標識・標示等はありません。 

※上記Ｄの標識がない通常の歩道は、全て含みます。 

 
 

歩道のある道路（普通自転車通行可の標識又は標示がない場合） 

 
Ｅ 

■通行のしかた 

自転車は、車道の左端の通行が原則です。 

歩道の通行は認められていません。 

※運転者が児童や幼児（13 歳未満）、70 歳以上の高齢者で

ある場合や、普通自転車の通行の安全を確保するためにや

むを得ない場合など、歩道通行が認められる条件の場合を

除きます。 

歩道：× 車道：○ 
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■道路の構造 

車道と歩道が分けられていない道路 
 

■標識・標示等 

道路の左端に白線が設置され、歩行者が通行できる場所を示す【路側帯】として規制します。 

路側帯は、白線のひき方によって以下の３種類に分けられます。 

※自転車の通行のしかたが、それぞれ異なります。 

 
 

歩道のない道路（路側帯のある場合） Ｆ 

見分け方：実線１本のみ 

■通行のしかた 

①（普通の）路側帯＝自転車通行可 

１本の白線で分けられた普通の路側帯は、歩行者と軽

車両の通行が認められています。 

通行できる側は、【道路の左側】のみで、クルマやバ

イクが進む向きと同じ向きに進む必要があります。 
 

路側帯：○ 路側帯外：○ 

②駐停車禁止路側帯＝自転車通行可 

点線と実線の２本の白線で分けられた駐停車禁止路

側帯は、歩行者と軽車両の通行が認められています。 

通行できる側は、【道路の左側】のみで、クルマやバ

イクが進む向きと同じ向きに進む必要があります。 
 

路側帯：○ 路側帯外：○ 

③歩行者用路側帯＝自転車通行不可 

実線２本の白線で分けられた歩行者用路側帯は、歩行

者のみ通行が認められています。 

路側帯の外の【道路の左側】を、クルマやバイクと同

じ方向に進みます。 
 

路側帯：× 路側帯外：○ 

見分け方： 

 実線１本 

 ＋破線１本 

見分け方： 

 実線２本 

歩道のない道路（路側帯のない場合） Ｇ 
■道路の構造／通行規制 

車道と歩道の区分がなく、路側帯を示す白線もない道路 
 

■通行のしかた 

道路の左端を通行します。 
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ウ その他 （歩道に「自転車の通行する場所が示されている」道路など） 

 横浜市内の一部の道路では、【普通自転車通行可】の歩道の中に白線を引いたり、自転車マークを

描くなど、歩道の中に自転車の通行する場所が示された道路があります。 

 このような道路では、「歩道」の中であるため、歩行者の保護が最優先ですので、徐行しなければ

なりません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■道路の構造 

車道と歩道が物理的に区分されている道路の歩道の一部。 
 

■標識・標示等 

上記 H と異なり、法的効力のある白線がありません。 

※通行場所を誘導するための案内看板等がつく場合があります。 

 
 

通行場所を「啓発」する歩道 Ｉ 

■通行のしかた 

自転車は「車道の左側」を通行することが原則ですが、

交通安全の対策として必要なところで、安全な通行を

啓発するために設置されています。 

そのため、歩道を通行しなければいけないときは、こ

の部分を徐行して通行します。 
 

歩道（色分け等がされた部分）：△ 車道：○ 

法的な根拠の 

ない路面の 

着色とサイン 

■道路の構造 

車道と歩道が物理的に区分されている道路の歩道の一部。 
 

■標識・標示等 

普通自転車通行可の歩道に、白線と自転車マークの標示によって

【普通自転車の歩道通行部分】が指定されています。 

 
 

普通自転車通行指定部分のある道路 Ｈ 

■通行のしかた 

自転車は、【普通自転車の歩道通行部分】を徐行しな

ければいけません。 

※通行しようとする歩行者がいないときは、歩道の状況に 

 応じた安全な速度と方法で進行することができます。 

歩道内のため、歩行者を優先した通行が基本です。 

※普通自転車通行指定部分を、歩行者が通行すること 

 は法律上、認められています。 
 

歩道：× 通行指定部分：○ 

 
車道：○ 

白線 

自転車マーク 
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 港北ニュータウンなどの一部の場所では、自転車及び歩行者の交通のために設けられる独立した

道路として、「自転車歩行者専用道路」が整備されています。 

 このような道路では、歩行者と自転車が同じ場所を通行することになるため、原則として徐行し

て通行することが求められます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

■通行のしかた 

歩行者と自転車が混在する道路のため、歩行者を優先

して通行することが前提となります。すぐに停止でき

るように十分に速度を落として通行します。 

道路であるため、車道の左側端の通行が原則です。 

ただし、都筑区の自転車歩行者専用道路のように、特

例的に、中央部分等に「ゆっくり進行方向」に沿って

進む位置を指定した路面表示がつけられた場所では、

これに合わせて通行します。 
 

Column 車両進入禁止の道路 
●伊勢佐木モールや横浜橋商店街など、全日もしくは時間指定により

歩行者の通行のみ認められる道路があります。 

●このような道路は、上記Ｊ 自転車歩行者専用道路と異なり、道路

の構造的には車両も通行できますが、車両進入禁止の通行規制をか

けることで、結果的に歩行者専用道路と同じような使い方をしてい

ます。 

●なお、伊勢佐木モールなど、車両通行禁止の道路では、自転車も通

行禁止の車両と扱われるため、押し歩きして通行します。 

 

 

■道路の構造 

自転車と歩行者の交通のために独立してつくられた道路 
 

■標識・標示等 

自転車と歩行者の通行を認めるための「自転車及び 

歩行者専用」の道路標識が設置されます。 

 
 

自転車歩行者専用道路 Ｊ 

 

（参考） 都筑区の自転車歩行者専用道路での新しい動き 

●自転車歩行者専用道路では、道路の左側端の通行が原則ですが、

都筑区では、自転車歩行者専用道路の中央部分等に「ゆっくり進

行方向」に沿って進む位置を指定した路面表示をつけることで、

歩行者と自転車の安全な通行環境を整える取り組みを進めてい

ます。 
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３ 自転車の「駐輪」に関する決まり 

①自転車の「とめる」を定める法制度 

 放置防止などのルールについては、法律と、それを受けて横浜市が制定した「横浜市自転車等の放

置防止に関する条例」(以下「放置防止条例」という)により定められています。 

 放置防止条例には、行政や鉄道事業者等が駐輪場の設置に努める責務を定めています。また、市民

や利用者についても、放置しないことや、市の施策に協力すること、駅周辺に暮らす人はその駅

への自転車利用の自粛に努めること、などの責務を明記しています。 

 自転車は駐輪場などの駐車を認められた場所にとめることが基本です。道路だけでなく、駅前広

場、公園や緑地などの公共の場所に置かれ、利用者が自転車から離れているため、直ちに移動で

きない状態であれば、時間の長さにかかわらず「放置自転車」となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に 

  関する法律 

【制定】 昭和 55 年 11 月 25 日 

【内容】 自転車に係る道路交通環境の整備、交通安全活動の推進、自転車の安全性の確保、自転車等の 

 駐車対策の総合的推進など、自転車に関する様々な取組を総合的に推進するためにつくられた 

 法律です。 

■横浜市自転車等の放置防止に関する条例 

【制定】  昭和 60 年 4 月 5 日 

【内容】  公共の場所での自転車、原動機付自転車、バイクなどの放置を防止するために定められた条例で、

放置禁止区域の指定や市営駐輪場の料金設定など、市の放置自転車対策の根拠となるものです。ま

た、市民や行政などの責務について規定しています。 

【条例が規定する各主体の責務】 

 ①横浜市の責務  総合的な自転車等の放置防止施策の推進に努める 

 ②市民の責務  放置の防止に関する意識を高めること。 

   市の施策に協力すること。 

   駅又は停留所周辺の居住者は当該駅又は停留所への自転車等の利用を  

   自粛するよう努めること。 

 ③利用者等の責務  自転車等を放置しないように努めること。 

   所有自転車に住所、氏名の明記に努めること。 

 ④自転車小売業者の責務 自転車防犯登録を受けることを勧奨するように努めること。 

 ⑤鉄道事業者等の責務 旅客、施設利用者のために必要な駐輪場の設置に積極的に努めること。 
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②駐輪に関する決まり 

ア 「放置」とは 

 自転車は、出発地から目的地に移動したあ

と、必ず「とめる」という駐輪行為が発生

します。 

 駐輪するときは、駐輪場など駐輪のために

設けられたスペースの利用が前提で、それ

以外の公共の場所に置かれ、利用者が自転

車から離れているため、直ちに移動できな

い状況であれば、「放置」となります。横

浜市では「放置」の根拠を、放置防止条例

第 2 条の 7 に記載しています。  

 そのため、買い物などであっても、自転車

から離れ、直ちに移動できない状態になれ

ば、時間の長さにかかわらず、放置自転車

となります。 

 
 
 
 

イ 「移動」とは 

 横浜市では、放置防止条例第 12 条、13

条の規定により、「放置」されている自転

車を所定の保管場所に移動します。 

 移動作業ではスピーカーで作業の実施を周

知するとともに、利用者がいる場合、駐輪

場などの適切な場所へとめるよう促しま

す。 

 放置自転車には「警告札」を取り付けたの

ち、保管場所へ移動します。 

 放置自転車が柵やフェンスなどの工作物に

チェーンで固定されている場合、移動活動

の付随行為として切断し移動します。 

なお、切断したチェーンの損傷については、

補償しません。 

■「移動」の流れ 

 移動作業の実施をスピーカーで周知します。 

 警告札を取り付けます。 

 

 

事前周知 

移動後、保管場所での保管・返還 

■「放置」に関する条例の規定（第 2 条の 7） 

 道路や駅前広場など、公共の場所に置いてはいけません。 

 

 

駐輪してよい場所以外の公共の場所に置く 

 自転車から離れて、直ちに移動できない状態にあれば、 

「放置」となります。 

 時間の長さにかかわらず、「放置」となります。 

 

 

直ちに移動できない状態にある 
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ウ 「保管・返還」とは 

 保管場所へ移動した自転車等は、移動日か

ら２か月間、保管しています。２か月を過

ぎた場合は、リサイクル自転車として売却

したり、処分します。 

（放置防止条例第 15 条の 2 施行規則第８条） 

 返還は、各保管場所で行っています。引き

取る場合には、本人を確認できる書類と自

転車の鍵をお持ちいただくとともに、保管

手数料が必要となります。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 放置禁止区域について 

 駅周辺など自転車の駐輪ニーズが高く、ま

た放置自転車の発生によって駅やまちの機

能が低下する地域を中心に、放置禁止区域

を指定しています。 

 放置禁止区域では、定期的に放置自転車の

移動作業を実施するなどして、放置自転車

対策を重点的に行っています。 

■「保管・返還」について 

 運転免許証など本人を確認できるもの 

 自転車等の鍵  

 保管手数料（自転車 1,500 円・バイク 3,000 円） 

引き取りに必要なもの 

 月曜日から金曜日 午前１１時から午後７時まで  

 土曜日・日曜日 午後１時から午後５時まで 

 

 

保管場所の営業時間 

■放置禁止区域について 

 市内各駅（上図○駅）周辺を中心に、半径 300～500ｍ 

以内の地域を指定しています。 

 

 

放置禁止区域のこと 

 放置禁止区域では、放置自転車の移動作業を定期的に行って

います。 

 放置禁止区域外でも、放置されている自転車は一定期間の 

警告をした上で、保管場所へ移動しています。 

放置自転車の移動（撤去） 

 保管場所  市内 23 か所（下図☆） 

 保管の期間 ２カ月間 

保管場所と保管の期間 

保管場所と放置禁止区域 
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４ 自転車の「その他」の決まり 

①安全利用のための決まり 

ア 全員が守るべき「当たり前」の決まり 

 全国的な自転車と歩行者の事故の多発などを受けて、平成 19 年に自転車に関する交通秩序の整

序化と安全利用を促進するため、中央交通安全対策会議により「自転車安全利用五則」などが定め

られました。 

 また平成 27 年からは 「自転車運転者講習制度」を開始し、受講義務の対象となる 危険行為を明

確にして罰則規定を定める など、自転車の交通ルール遵守のための取組が始まっています。 

 自転車を使う全ての人が、自転車に乗るとき「当たり前」に守るべきことがまとめられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車安全利用五則 

【策定】 平成 19 年 7 月 10 日 

【内容】 自転車を利用する人のルール違反や 

 マナーの悪さに起因する問題に対して、 

 利用者が必ず守るべき自転車の安全利 

 用ための５つのルールとして、発出さ 

れた規則です。 

 

①自転車は、車道が原則、歩道は例外 

②車道は左側を通行 

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 

④安全ルールを守る 

 ・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止 

 ・夜間はライトを点灯 

 ・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認 

⑤子どもはヘルメットを着用 

自転車安全利用五則 

■危険な状況につながりやすい 15 の項目 

【施行】 平成 27 年 6 月 1 日 

【内容】 平成 27 年 6 月 1 日の道路交通法の改正の中での「自転車の取締の強化」に合わせて、道路に 

 おける交通の危険を生じさせるおそれのある 15 の項目を、危険行為として示しています。 

 この項目に該当する行為を繰り返す（３年以内に２回以上）悪質な自転車の運転者に対して、 

 安全運転に関する講習の受講が義務付けられています。 

 

■安全運転義務違反とは… 

ハンドルやブレーキ等を確実に操作しないで通行したり、他人に危害を及ぼすような速度や方法で

運転する行為 

例えば…（神奈川県道路交通法施行細則に定める運転者の遵守事項） 

・携帯電話やスマートフォン等を操作したり、画面を注視しながらの運転   

・イヤホン等を使って音楽等を聴き、運転に必要な音や声が聞こえない状態での運転 

などにより、安全運転の義務を怠った場合など 

①信号無視 

②通行禁止道路（場所）の通行 

③歩行者用道路での徐行違反 

④歩道通行や車道の右側通行等 

⑤路側帯での歩行者の通行妨害 

⑥遮断踏切への立ち入り 

⑦交差点優先車妨害等 

⑧右折時、直進車や左折車への通行妨害 

 

 

道路交通法に定める【危険行為 15 項目】 

⑨環状交差点安全進行義務違反等 

⑩指定場所一時不停止 

⑪歩道での歩行者妨害等 

⑫制動装置不備の自転車の運転 

⑬酒酔い運転 

⑭安全運転義務違反 

⑮妨害運転 
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イ 安全に使うための事前準備の決まり 

 安全利用のためには、法に定めるルール以外にも、歩行者、クルマやバイクと同じ道路を使う人

として、守ることが期待されるマナーや心得があり、国家公安委員会により「交通の方法に関する

教則」として告示されました。 

 この教則には、自転車の安全利用のために事前に準備すべきことが記載されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■交通の方法に関する教則 

【告示】 昭和 53 年 10 月 30 日（国家公安委員会告示） 

【内容】 歩行者と運転者（自転車、クルマ、バイクなど）が、それぞれの責任を自覚して、安全、快適な 

 クルマ社会を築いていくための、手引きとして作られたものです。 

 自転車については、事前の点検、ヘルメット着用、夜間外出時の反射材の活用など、交通ルール 

 以外にも、安全を守るための心構えが記載されています。 

 

●自転車に乗る前には、次の要領で点検をし、悪い箇所があったら整備に出しましょう。また、定

期的に自転車安全整備店などへ行って点検や整備をしてもらいましよう。 

●なお、自転車は、努めて TS マーク、JIS マーク、BAA マーク、SG マークなどの自転車の車体

の安全性を示すマークが付いたものを使いましよう。 

■自転車の点検について（第３章 第１節 2 自転車の点検） 

(1) サドルは固定されているか。また、またがったとき、両足先が地面に着く程度に調節されているか。 

(2) サドルにまたがってハンドルを握つたとき、上体が少し前に傾くように調節されているか。 

(3) ハンドルは、前の車輪と直角に固定されているか。 

(4) ペダルが曲がっているなどのために、足が滑るおそれはないか。 

(5) チェーンは、緩み過ぎていないか。 

(6) ブレーキは、前・後輪ともよく効くか 

 (時速 10 キロメートルのとき、ブレーキを掛けてから 3 メートル以内で止まれるか)。 

(7) 警音器は、よく鳴るか。 

(8) 前照灯は、明るいか。 

(9) 方向指示器や変速機のある場合は、よく作動するか。 

(10) 尾灯や反射器材(後部反射器材と側面反射器材)は付いているか。 

 また、後方や側方からよく見えるか。 

(11) タイヤには十分空気が入っているか。また、すり減っていないか。 

(12) 自転車の各部品は、確実に取り付けられているか。 

(8)子供の保護者は、子供が自転車を運転するときや、幼児を幼児用座席に乗せるときは、子供に乗

車用ヘルメットをかぶらせるようにしましょう。また、シートベルトを備えている幼児用座席に

幼児を乗せるときは、シートベルトを着用させましょう。 

■ヘルメットの着用（第３章 第１節 1 自転車に乗るに当たっての心得） 

(2)ブレーキが故障している自転車には乗ってはいけません。また、尾灯、反射器材のない自転車に

は、夜間乗ってはいけません。なお、反射器材は努めて JIS マークの付いたものを使いましょう。 

(9)自転車に乗るときは、運転者から見やすいように、明るい目立つ色の衣服を着用するようにしま

しょう。夜間は、反射材用品等を着用するようにしましょう。 

■夜間外出時の「反射材」の活用（第３章 第１節 1 自転車に乗るに当たっての心得） 

神奈川県道路交通法施行細則では… 

「夜間において前方５メートルの距離に

ある交通上の障害物を確認できる光度」

と定められています。 
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ウ 神奈川県での決まり 

 平成 31 年４月１日に「神奈川県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」が施行されまし

た。県、自転車利用者、県民等、事業者及び交通安全団体の責務を明らかにし、自転車の安全で

適正な利用を促進するための施策の基本事項を定めています。 

 平成 31 年 10 月１日から、自転車損害賠償責任保険等への加入が義務となっています。 

 
 

■神奈川県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例 

【施行】 平成 31 年４月１日（第 16 条及び第 17 条の規定は同年 10 月１日） 

【内容】 県、自転車利用者、県民等、事業者及び交通安全団体の責務を明らかにし、自転車の安全で適正な 

 利用を促進するための施策の基本事項を定めています。 

 また、自転車損害賠償責任保険等への加入を義務としています。 

 ●自転車利用者や県民等、条例に示されている主な関係主体ごとの責務は以下の通りです。 

 ■対象とそれぞれの【義務】もしくは【努力義務】 

対象 義務 努力義務 

自転車 
利用者 

○自転車損害賠償責任保険等への加入 ▽自転車事故防止に関する知識の習得 

▽自転車利用時の安全上の措置 

▽交通事故防止の措置 

▽防犯上の措置 

▽点検及び整備 

県民等 － ▽安全・適正利用の取組への積極的参加 

▽国・県・市町村が取組む施策への協力 

保護者 ○監護する未成年者の自転車損害賠償責任保険

等への加入 

▽安全・適正利用に関する教育 

▽被害を軽減させるための安全上の措置 

高齢者 

（70 歳以上）と

同居する親族 

－ ▽乗車用ヘルメットの着用を勧める等、安全・適正

利用に関する配慮 

事業者 ○事業活動に利用する自転車の自転車損害賠償

責任保険等への加入 

▽安全・適正利用を促進するための取組 

▽自転車通勤者、事業活動での自転車利用従業

員に対する教育・啓発 

▽国・県・市町村が取組む施策への協力 

▽交通事故防止の措置 

▽点検及び整備 

交通安全 
団体 

－ ▽交通法規の遵守についての啓発 

▽安全・適正利用の取組の推進 

▽国・県・市町村が取組む施策への協力 

自転車貸付 
事業者 

○貸付に利用する自転車の自転車損害賠償責任

保険等への加入 

▽交通事故防止の措置 

▽点検手順・安全適正利用に関する情報提供 

自転車小売 
等事業者 

○顧客に対する自転車損害賠償責任保険等への

加入状況の確認 

○顧客に対する自転車損害賠償責任保険等加入

情報の提供（未加入者へ） 

▽点検手順・安全適正利用に関する情報提供 

▽顧客に対する自転車保険等への加入の勧告

（未加入者へ） 

県 
（学校関係
のみ掲載） 

－ ▽安全・適正利用に関する教育・指導・啓発 

（※県設置以外の学校には協力依頼） 

▽学校の設置者に対して教育・指導・啓発の情報

の提供及び支援 

▽通学者に対する自転車保険等への加入状況の

確認（※県設置以外の学校には協力を依頼） 

▽自転車保険等加入情報の提供及び指導（未加

入者へ） 

（※県設置以外の学校には協力を依頼） 
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②万が一のときのための決まり 

ア 事故を起こしたときの責任・義務 

 最近では、自転車に乗っていて歩行者と事

故を起こしてしまい、１億円近い損害賠償

が発生するなど、多額の賠償が生じる自転

車事故が起きています。 

 このような自転車の事故は、クルマやバイ

クの事故と同じ【交通事故】であり、事故

の加害者には、刑事上 の責任と、民事上

の責任が発生します。 

 また、道路交通法では第 72 条第１項（交通事故の場合の措置）の中で、負傷者の救護や事故に関

する警察への報告が義務付けられています。 

 自転車を使う人は、事故を起こしたときの責任をしっかりと理解すること、また、子どもや家族

など周りに自転車を使う人がいる人は、その責任をしっかりと伝えることを、意識することが大

切です。 

Column 自転車の多額の損害賠償事故の例 
 
小学校５年生の児童の自転

車が、女性に衝突した事故。 

女性は寝たきりの状態とな

り、児童の母親に対して、

約9,500万円の損害賠償が

発生。 

(平成 25 年神戸地裁判決) 

■交通事故を起こしたときの義務 

 

■自転車の交通事故の加害者に発生する責任 

 

 法を守らず、事故を起こした者に対する罰則。 

 過去に、以下の刑法や道路交通法の違反とされた

判例があります。 

刑事上の責任（懲役・禁錮・罰金） 

①刑法第 211 条（重過失致死罪） 

暴行や傷害の故意でなく、重大な過失によって人を

死亡させた場合の罪。 

 

 ②刑法第 211 条（重過失傷害罪） 

暴行や傷害の故意でなく、重大な過失によって人に

傷害を与えた場合の罪。 

 

 ③道路交通法違反（ひき逃げ） 

人身事故を起こした際に、道路交通法に定められた

救護等の措置をせず、現場から逃走した場合の罪。 

 

 ④道路交通法違反（酒酔い） 

人身事故を起こした際に、酒に酔った状態にあった

場合の罪。 

 

 

 被害者が被った損害を、金銭などにより補てんし、

回復を図ること。 

 民法の中で、明確に規定されています。 

民事上の責任（損害賠償） 

民法第 709 条（不法行為による損害賠償） 

故意又は過失によって他人の権利又は法律上保護

される利益を侵害した者は、これによって生じた損害

を賠償する責任を負う。 

自転車での高額賠償の事例 
 

賠償額 加害者 被害者 判決 

9,266 万円 
男子 

高校生 

24 歳男性 

（重大な傷害） 
H20.6 

6,779 万円 
成人 

男性 

38 歳女性 

（3 日後死亡） 
H15.9 

5,438 万円 
成人 

男性 

55 歳女性 

（11 日後死亡） 
H19.4 

4,043 万円 
男子 

高校生 

62 歳男性 

（13 日後死亡） 
H17.9 

 

自転車は軽車両。事故を起こしたときは、警察への届け出を行うこと。（道路交通法７２条第１項） 

【自動車との事故】 …車両相互事故 【歩行者との事故】 …人対車両事故 
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【基本法令編】－23 

 

参考① 自転車に関する法制度の概要 
 
 

【全国共通の法制度】 

道路交通法 

公布 昭和３５年６月２５日 

内容 道路における危険を防止し、その他交通の安全と円滑を図り、道路交通に起因する障害の防止に資することを

目的に定められた法律です。 

自転車関連 この法律の中で、自転車はクルマやバイクの１つ、軽車両と位置付けられ、車道左端の通行や、歩道を通行で

きる条件、その場合の通行の方法などが明記されています。 

平成２７年６月１日の改正では、危険な違反行為を繰り返し行った自転車運転者に対する講習義務の受講を

命じる制度が新たに制定されました。 

 
道路構造令 

公布 昭和４５年１０月２９日 

内容 道路を整備するときの、車道や歩道の区分や必要な幅、構造などのつくり方を定めた政令です。 

自転車関連 自転車が通行する場所を構造的に規定するものとしては、自転車の通行のための【自転車専用道】と、自転車

と歩行者の通行のための【自転車歩行者専用道】があります。車道や歩道も含め、幅員や傾斜、交差点の形

状など、道路のつくり方に関する様々な事項が示されています。 

 
道路標識、区画線及び道路標示に関する命令 

公布 昭和３５年１２月１７日 

内容 道路標識、道路標示、区画線の様式（記号や文字の形、描き方など）を定めたものであり、この様式により設置

された標識等については、法的な効力が発生する根拠となります。 

この様式に従わない道路上の標識などについては、「法定外」の案内看板や路面表示となり、法的な効力はな

いものの、通行する場所を指定したり、行き先を案内するために使われています。 

自転車関連 一方通行規制や進入禁止など、道路標識や道路標示などは、「自転車を除く」などの条件がない場合は、原

則としてクルマやバイクと同様に遵守することが義務付けられています。 

また、普通自転車が通行できる歩道（普通自転車通行可）や、自転車専用通行帯を規定するための根拠にも

なっています。 

 
自転車活用推進法 

公布 平成２９年５月１日 

内容 自転車の活用の推進に関して、基本理念を定め、国の責務等を明らかにするとともに、自転車の活用の推進

に関する施策の基本となる事項を定めています。 

地方公共団体（市等）の責務として、基本理念にのっとり、区域の実情に応じた施策を策定、実施するとともに、

住民の理解を深め、協力を得るように努めるものとしています。また、国民の責務として、国又は地方公共団体

が実施する自転車の活用の推進に関する施策に協力するよう努めるものとしています。 

自転車関連 この法律は、今後の自転車活用の施策を進める根拠となる法律として、自転車通行環境、駐輪環境の整備や

交通安全教育、自転車活用による健康の保持増進などの重点的な施策が掲げられています。 
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交通の方法に関する教則 

公布 昭和５３年１０月３０日 

内容 歩行者と運転者（自転車、クルマやバイクなど）が、それぞれの責任を自覚して、安全、快適なクルマやバイク

社会を築いていくための、手引きとして作られたものです。 

自転車関連 この教則では「自転車の通行方法は、特別の場合のほかは自動車と同じです。」とされており、クルマやバイクを

運転するときと同じ心得で、自転車を運転することが示されています。 

そのため、乗るときだけでなく、自転車の点検、乗るときの正しい姿勢、乗り方、損害を賠償するための保険へ

の加入など、ルールだけでなく、マナーや心構えが明記されています。 

 
自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の総合的推進に関する法律 

公布 昭和５５年１１月２５日 

内容 自転車に係る道路交通環境の整備、交通安全活動の推進、自転車の安全性の確保、自転車等の駐車対策

の総合的推進に必要な措置を定め、自転車の交通事故防止と円滑化等を図り、自転車等の利用者の利便性

を高めるために定められた法律です。 

自転車関連 通称「自転車法」と呼ばれるように、自転車に関する様々な取組を推進するための法律であり、行政や鉄道事

業者、駐輪を誘発する施設などの責務を明確にしています。 

また、自転車を使う人の責務にも言及し、放置しないこと、防犯登録を受けることなどが示されています。 

 

【神奈川県・横浜市の法制度】 

神奈川県道路交通法施行細則 

公布 昭和４４年２月１８日 

内容 「施行細則」は、法令などを施行する上で必要なことを定めた細かい規則のことをいい、この神奈川県の細則で

は、道路交通法の中での細かな規則について、県下一律に効力を発揮するルールとして規定しています。 

自転車関連 例えば、安全運転のための「運転者の遵守事項」の中でのイヤホン等の取り扱いや、タンデム自転車（２人のり

自転車）の公道通行の規制などを都道府県ごとに定めています。 

都道府県により、同じ道路交通法の条文でも、取扱いが異なるケースがあるため、このルールブックでは神奈

川県の横浜市に該当するルールとして記載しています。 

 
神奈川県自転車安全の安全で適正な利用の促進に関する条例 

公布 平成 31 年４月１日（第 16 条及び第 17 条の規定の施行は同年 10 月１日） 

内容 県、自転車利用者、県民等、事業者及び交通安全団体の責務を明らかにし、自転車の安全で適正な利用を

促進するための施策の基本事項を定めています。 

自転車関連 自転車損害賠償責任保険等への加入を義務としているほか、交通事故防止のための措置等を講ずるよう努

めることとしています。 

 
横浜市自転車等の放置防止に関する条例 

公布 昭和６０年４月５日 

内容 横浜市内での、公共の場所での自転車やバイク、原付などの放置を防止するために定められた条例であり、放

置禁止区域の指定や市営駐輪場の料金設定など、市の駐輪の取組の根拠となります。 

自転車関連 自転車を「とめる」ことに対する総括的な条例であり、行政の取組（放置禁止区域、市営駐輪場など）に加え 

て、放置防止に関する市民や利用者、鉄道事業者などの責務を明確にしています。 

この条例に従って、市民や利用者も、自転車等を放置しないように努めることが求められています。 
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参考② 自転車通行に関する根拠となる法令 
 自転車道や自転車専用通行帯など、自転車の通行する場所を示す方法については、自転車道と

して車道・歩道とは別につくる場合や、車道の左端を使う場合、歩道の車道寄りを使う場合が

あります。（基本法令編 p8～14 を参照） 

 これらの種類については、原則としての「道路法」、道路のつくり方を規定する「道路構造令」

と、道路の通行の仕方を定めた「道路交通法」によって、分けられています。 

 このうち、車道左端に設置される自転車ナビラインや、歩道の車道寄りに設置される啓発帯に

ついては、特に定義する規定はなく、安全のために自転車が通行することを誘導するためにつ

けられるものです。 

 
道路の 

部分 
自転車通行空間 

定義する法令 

道路法 道路構造令 道路交通法 

道路 第２条第１項 － 
第２条第１項 

第１号 

車道 

車道 － 第２条第１項 

第４号 

第２条第１項 

第３号 

自転車専用 

通行帯 
－ 第２条第１項 

第 15 号 
第２０条第２項 

自転車ナビライン － － － 

自転車道 自転車道 － 第２条第１項 

第２号 

第２条第１項 

第３号の３ 

歩道 

歩道 － 第２条第１項 

第１号 

第２条第１項 

第２号 

自転車歩行者道 － 第２条第１項 

第３号 
－ 

普通自転車の 

歩道通行 
－ － 

第６３条の４ 

第１項 

普通自転車通行 

指定部分 
－ － 

第６３条の４ 

第２項 

啓発帯 － － － 

自転車歩行

者専用道／

自転車専用

道路 

自転車歩行者 

専用道 
第４８条の１３ 第３９条 － 

自転車専用道 第４８条の１３ 第３９条 － 

路側帯 路側帯 － － 
第２条第１項 

第３号の４ 

路肩 路肩 － 
第２条第１項 

第１２号 
－ 
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参考③ 道路構造令 
 道路の構造を規定する道路構造令では、車両が通行する 「車道」、自転車が通行する 「自転車

道」、自転車と歩行者が通行する 「自転車歩行者道」、歩行者が通行する 「歩道」に大きく分

けられます。 

 また、歩道がある道路では“車道・自転車道・歩道の境界”、歩道がない道路では“道路と路

外との境界”に、道路の機能を保持するための 「路肩」が設けられます。 

 車道や歩道などの定義や構造上の条件については、次のページに整理します。 

 
 
 
 

道路断面図①（歩道あり） 

・車道と歩道が明確に区分された道路です。車道と歩道の境界に路肩がつくられます。 

 

道路断面図②（自転車道がある道路） 

・車道と歩道、自転車道が明確に区分された道路です。車道と自転車道、自転車道と歩道の境界に路肩がつくられ 

 ます。（自転車道と歩道の境界に路肩をつくらない整備例もあります） 

 
※道路構造令に基づく自転車の通行空間は、車道・歩道と自転車の通行空間を物理的に分離した「自転車道」のみで 

 す。自転車専用通行帯は、道路構造令にはありません。 

道路断面図③（歩道のない道路） 

・車道と歩道が区分されていない道路です。道路構造としては、「車道」と「路肩」に分けられます。 

・歩行者の通行空間を確保するため、【道路交通法】に準じて路肩と車道の境界に「車道外側線」を引き、「路側帯」 

 をつくるケースがあります。（道路構造令には、「路側帯」の規定はありません） 
 

 

【路肩】道路構造令 第２条第１項第１２号 
道路の主要構造部を保護し、又は車道の効用を保つた

めに、車道、歩道、自転車道又は自転車歩行者道に接

続して設けられる帯状の道路の部分をいう。 

【路側帯】道路交通法 第２条第１項第３号の４ 
歩行者の通行の用に供し、又は車道の効用を保つた

め、歩道の設けられていない道路又は道路の歩道の設

けられていない側の路端寄りに設けられた帯状の道

路の部分で、道路標示によって区画されたものをい

う。 



 

【基本法令編】－27 

 
 

【車道】とは 

 自動車をはじめとする車両が通行するため

に、縁石などの工作物や、白線などの道路

標示によって分けられた道路の部分を言い

ます。 

 都心部の交通量の多い国道等では、１車線

あたり 3.25ｍ以上の幅員をとることや、

路肩を 0.5m 以上とることなどが決められ

ています。 

 
 

【自転車道】とは 

 自転車が通行するために、車道とも、歩道

とも、沿線等の工作物などによって分けら

れた道路の部分を言います。 

 自動車や自転車の交通量が多い道路では、

自転車道を両側に設けることが定められて

いますが、地形状況などで整備できない場

合の特例があり、多くの道路では、この特

例に従い整備できていない状況です。 

 
 

【自転車歩行者道】とは 

 自転車と歩行者が通行するために、車道と

も、歩道とも、沿線等の工作物などによっ

て分けられた道路の部分を言います。 

 自動車の交通量が多い道路では、自転車歩

行者道を道路の両側に設けることが定めら

れています（特例あり）。 

 自転車と歩行者のすれ違いを想定するため、

広めの幅員をとることが求められています。

ただし、見た目は、後述の歩道と変わらな

いことが多く、また「自転車歩行者道」で

あっても、道路交通法で自転車の通行が認

められていない道路もあり、わかり難くな

っています。 

■自転車道の規定 

自動車及び自転車の交通量が多い道路 

自転車の交通量が多く、かつ安全、円滑な交通を確保 

するために分離の必要がある道路 

 

 

整備する道路 

2.0ｍ以上。やむを得ない場合は 1.5ｍまで縮小可能 

 

 

自転車道の幅員 

■一般的な道路の車線の構造の規定 

  （都市部（第４種）の普通道路の場合） 

交通量の多い国道など ：3.25ｍ 

交通量の少ない市道など：3.00ｍ 

 

 

１車線あたりの幅員 

都心部の場合、0.5cm 以上 

 

 

車道に併設する路肩の幅 

■自転車歩行者道の規定 

自動車の交通量が多い道路 

整備する道路 

歩行者の交通量の多い道路：4.0ｍ以上 

その他の道路       ：3.0ｍ以上 
 

自転車歩行者道の幅員 



 

【基本法令編】－28 

 
 

【歩道】とは 

 歩行者が安全に通行するために、車道等と

構造的に区画された道路の部分をいいま

す。 

 都心部の道路では、前述の自転車歩行者道

がある道路を除き、基本的に歩道を整備す

ることとなっています。ただし、地形の状

況などでやむを得ない場合の特例がありま

す。 

 幅員は、自転車とのすれ違いを想定しない

ため、自転車歩行者道に比べて若干狭くな

っています。 

 
 

【路肩】とは 

 路肩は、例えば車道と歩道の境に設けるこ

とで車道の機能を担保したり、道路構造物

の端を保護するなどのため、道路の外端に

設ける事が基本となっています。 

 都心部の道路では、路肩の幅は 0.5m 以上

とされています。 

 この路肩は、自転車歩行者道もしくは歩道

が整備できない狭い道路などでは、歩行者

や自転車が通行するための場所として使わ

れることがあります。 

 

■歩道の規定 

歩行者の交通量の多い道路：3.5ｍ以上 

その他の道路       ：2.0ｍ以上 
 

歩道の幅員 

都市部(第４種)、歩行者の交通量の多い地方部(第３種)

の道路。ただし、自転車歩行者道のある道路は除く。 
地方部(第３種)の道路で、安全、円滑な交通を確保する 

ために分離の必要がある道路。 
 

整備する道路 

■路肩の規定 

都市部の場合：0.5m 以上 
地方部の場合：交通量により 0.5m～1.25m 
 

路肩の幅員 

車道に接続して設ける。 

・歩道がある道路歩道と車道の間 

・歩道がない道路道路の民地の間 
 

路肩の位置 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなの サイクルルールブック よこはま 
（2020年度改訂版） 

 
 

    発行 横浜市道路局 
    指導 神奈川県警察 
 

 
横浜市道路局交通安全・自転車政策課 

Tel：045-671-2323 Fax：045-663-6868 




